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「　住吉堤防敷　」（木材港北） 

 

　　木材港の南北を結ぶ榎の浦大橋東詰から昭北グランドに向かう堤防敷で、

およそ６００ｍに及ぶ道の両端には、約２４０本の桜が並んでいます。廿日

市市有数の桜の名所として知られ、桜の咲く時期には多くの人が訪れる観光

スポットです。 

　　毎年４月の第１日曜日には「桜まつり」が開催され、多くの人出で賑わい

ます。

表紙写真



は　じ　め　に 

 

 

　この消防年報は、廿日市市の消防現勢及び消防行政に関する諸般の事象を収

録し、本市の消防実態を広く紹介するとともに、将来の参考に資するために編

集したものです。なお、この年報は、令和８年４月１日時点での収録したもの

ですが、一部これによらないものについては、基準となる年月日を脚注に記載

しています。 

　また、吉和地域の常備消防業務は、山県西部消防組合の解散により、平成１

９年４月１日から、広島市に委託しています。 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令 和 ８ 年 ９ 月 

廿日市市消防本部 
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令和８年４月１日現在

 
組 織 

消防職員定数 

消 防 費 予 算

 
１本部・４署・１分署 

１８５人 

２，３４７，１３５千円
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 消 防 の 

は じ ま り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ32. 4.1 

 

 

 

 

Ｓ34. 4.1 

 

Ｓ34. 5.17 

Ｓ35.12. 1 

Ｓ36. 4.26 

Ｓ38. 3.12 

Ｓ39. 8.22 

Ｓ40.11.30 

Ｓ41. 1. 5 

Ｓ41. 3.31 

Ｓ42. 3.30 

Ｓ42. 8.11 

Ｓ42. 8.26 

  

Ｓ42.10.23 

Ｓ42.12. 1 

Ｓ43. 9. 9 

Ｓ43.12.25 

Ｓ44. 1.12 

Ｓ44. 1.29 

Ｓ44. 3.11 

Ｓ44. 5.10 

Ｓ44.12.24 

明治39年5月31日、管内の旧廿日市町や各村に相前後して公設消防組が設置された。 

昭和8年に防護団、昭和14年警防団の組織に改編する。 

第二次大戦の末期、大空襲に備え軍都広島防衛のため、旧町村で購入した消防ポンプ自

動車3台を広島市へ供出したが、昭和20年8月6日、原爆により2台を焼失した。 

戦後、消防組織法が制定され、昭和23年3月、自治体消防として新時代への第一歩を踏み

出し、警防団は改組されて消防団となった。 

以後、施設の充実整備を図り前記広島市へ供出した代車として、江田島海軍兵学校にあ

ったポンプ車2台を受け、更に昭和26年、昭和28年、昭和31年、昭和33年とポンプ自動車

4台を購入して消防力の強化に努める。この間、旧廿日市町並びに地御前村はそれぞれ昭

和28年2月、昭和30年2月、日本消防協会の表彰を、また、昭和29年3月、昭和31年3月、

国家消防本部の表彰を受け、消防最高の栄誉に輝いた。 

昭和31年9月30日、5カ町村合併による新町発足に伴い、昭和32年2月10日、旧町村単位で

設置していた消防団を統合し、廿日市町消防団（5分団編成、定数250人、実員276人）と

して発足する。 

廿日市町消防本部が設置される。昭和33年8月11日、時代の進展と科学の進歩並びに都市

形態への移行により、消防制度を抜本的に検討する必要があるとの世論が高まった。こ

のため、消防制度研究委員会を設け、本町と規模の類似した他市町村の消防組織を参考

に研究が始められ、昭和33年10月29日、第1回の答申、更に昭和34年3月24日、第2回の答

申が出された。 

前記答申に基づき、定数13人（一部、町事務吏員が消防職員を兼任）をもって廿日市町

消防署を設置する。 

消防団長以下280人の全員が辞職し定数145人（分団廃止）をもって新編成を行う。 

廿日市町消防後援会から救急車1台の寄贈を受け、救急業務を開始する。 

廿日市559番地の町庁舎に移転する。 

消防吏員4人増員、17人となる。 

救急車更新（消防後援会半額負担）、消防署に配備する。 

畑口消防団車庫県道拡張工事につき改築する。 

消防ポンプ自動車（トヨタランドクルーザー）購入、消防団自動車班に配備する。 

消防職員兼務7人の兼務を解く。 

明石消防団車庫県道拡張工事のため明石公民館広場へ移転新築する。 

消防団員任期満了につき改選（141人）する。 

消防団配備の小型動力ポンプ老朽化のため5カ年計画により、昭和42年度2台（原4班、宮

内3班）購入する。 

消防職員定数4人増員、25人となる。 

小・中学校及び保育所の夜間巡回を開始する。 

小型動力ポンプ2台、原3班、宮内2班に配備する。 

消防車庫宮内1班（砂原）県道拡張工事のため移転新築する。 

赤バイ1台広島（佐伯）ライオンズクラブから寄贈を受け、消防署に配備する。 

指令車購入、消防署に配備する。 

消防職員定数2人増員、27人となる。 

小型動力ポンプ3台更新、原1班、宮内1班、地御前1班に配備する。 

消防超短波無線電話機（基地局1・移動局2・携帯用1）を設置する。 

消防の沿革
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 Ｓ44.12.29 

Ｓ45. 4. 1 

Ｓ45. 7.24 

Ｓ45.10.12 

Ｓ45.11.19 

Ｓ46. 8.25 

Ｓ46. 9. 1 

Ｓ46. 9.18 

Ｓ46.12.15 

Ｓ47. 3.31 

Ｓ47. 5.11 

Ｓ47. 8.10 

Ｓ51. 2. 1 

Ｓ52. 9. 1 

Ｓ52. 9.20 

Ｓ52.12. 1 

Ｓ52.12.15 

   

Ｓ53. 7.27 

Ｓ53. 9. 1 

Ｓ53. 9.12 

Ｓ54. 2. 1 

Ｓ54. 3.31 

Ｓ54. 4.15 

Ｓ54. 7.30 

Ｓ54.10.22 

Ｓ54.12.19 

Ｓ55. 3.24 

Ｓ55. 5.16 

Ｓ55. 5.23 

Ｓ56. 2. 1 

Ｓ56. 2.15 

 

Ｓ56. 3.11 

 

Ｓ56. 4. 1 

Ｓ57. 4. 1 

Ｓ57.10.13 

Ｓ58. 4. 1 

Ｓ58.11. 1 

 

Ｓ58.11.16 

Ｓ58.12. 1 

小型動力ポンプ3台更新、平良1班、平良2班、原2班に配備し、全班更新を完了する。 

宮内鎗出で林野火災が発生し、2日間に渡り190haを焼失する。 

小型動力ポンプ積載車2台購入、原1班、地御前1班に配備する。 

消防団の組織強化のため分団制度を復活し、3分団編成とする。 

日本損害保険協会から消防ポンプ自動車の寄贈を受け、消防署に配備する。 

消防超短波無線周波数149.13MCを150.19MCに変更する。 

消防署分隊編成を小隊編成とする。 

小型動力ポンプ積載車5台購入、消防団に配備する。 

消防職員定数1人増員、28人となる。 

後畑消防団車庫を新築する。 

日本損害保険協会から救急車1台寄贈を受け、消防署に配備（町1/3負担）する。 

小型動力ポンプ積載車5台購入、消防団へ配備し現有12台となり全班配備となる。 

1市4町（大竹市、大野町、廿日市町、五日市町、宮島町）相互応援協定を締結する。 

消防庁舎建設用地賃貸借契約を締結（敷地面積 2,333.16㎡）する。 

小・中学校、保育所の夜間巡回を自火報移報装置の設置により中止する。 

日本損害保険協会から救急車1台寄贈を受け、消防署に配備（2台体制）する。 

無線機によるサイレン吹鳴放送設備を佐方保育所、明石消防団車庫、阿品消防団車庫屋

上に、放送設備を役場庁舎、原農協、宮内、地御前各公民館屋上へ設置する。 

消防団車両に超短波無線受令機取り付け、出動体制の強化を図る。 

消防本部、消防署が廿日市町宮内4865番地の2へ移転し、14時から業務を開始する。 

消防庁舎落成式を行う。 

広島地方気象台依頼の気象観測業務を終了する。 

消防団阿品班車庫を地御前2437番地の1に新築する。 

消防団第3分団第1部3班（明石）積載車火災出動途上交通事故発生、団員5人負傷する。 

小型動力ポンプ1台更新、第1分団第1部3班（佐方）に配備する。 

小型動力ポンプ積載車1台整備、第3分団第1部3班（明石）に配備する。 

広島ガス㈱から指揮車、広報査察車各1台寄贈を受け、消防署に配備する。 

消防ポンプ自動車1台整備、消防署に配備する。 

小型動力ポンプ1台更新、第3分団第2部2班（阿品）に配備する。 

レンジャー訓練塔（鉄骨）を署敷地内に設置する。 

新住居表示の施行に伴い消防本部の住所が廿日市町串戸一丁目9番33号となる。 

廿日市地区東方面消防出動体制強化を図るため消防団車庫（2階集会所）を新築、第1分

団第1部を移転する。 

消防本部の組織を強化するため2課6係とし、廿日市町消防本部の組織に関する規則の一

部改正を行い、昭和56年4月1日から施行する。 

消防職員1人採用（定数38人） 

消防職員3人採用（定数42人） 

日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車1台寄贈を受け、消防署に配備する。 

消防職員5人採用（定数46人） 

消防署小隊に1分隊増隊し、4分隊編成とし消防体制を強化する。  

消防団員定数155人となる。 

消防ポンプ自動車（昭和31年式）を廃車する。  

阿品台地区に消防団車庫を新築、小型動力ポンプ付積載車1台、新団員10人により、新班
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Ｓ59. 2. 1 

Ｓ59. 3. 1 

Ｓ59. 3.31 

Ｓ59. 4. 1 

Ｓ59. 7.24 

 

Ｓ59.12.20 

Ｓ60. 1.24 

Ｓ60. 3.20 

 

Ｓ60. 7.29 

 

Ｓ60. 7.31　　　　  　　　　 

Ｓ60.10. 2 

 

Ｓ60.12.20 

Ｓ60.12.21 

Ｓ60.12.24 

  　　　　 

Ｓ61. 2. 3 

  　　　　 

Ｓ61. 4. 1 

Ｓ61. 7.15 

 

 

Ｓ61. 8. 1 

 

Ｓ61.11.19 

Ｓ62. 2.25 

Ｓ62. 3.31 

Ｓ62. 4. 1 

Ｓ62. 7.24 

 

Ｓ62. 8.31 

Ｓ62.10. 1 

 

Ｓ63. 3.30 

Ｓ63. 3.31                 

Ｓ63. 4. 1 

 

 

 

（第3分団第2部3班・阿品台）を編成する。  

指導車更新、消防署に配備する。  

24ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を整備、消防署に配備する。  

消防署の組織に関する規程の一部を改正し、救助分隊を設ける。  

消防職員2人採用（定数48人）  

小型動力ポンプ積載車2台更新、第2分団第1部1班（橋本）、第3分団第2部1班（地御前）

へ配備する。 

化学消防ポンプ自動車整備、消防署へ配備する。  

社団法人日本自動車工業会から救急車（2B）1台寄贈を受け、消防署に配備する。 

救急医療情報システムを廿日市町消防署に設置し運用開始（五日市町消防本部が広島市

合併のため）する。　　　　　　　　　　　　　　　　　      

小型動力ポンプ積載車2台更新、第2分団第1部2班（川末）、第2分団第2部2班（後畑）に

配備する。 

工作積載車更新、消防署に配備する。 

消防団第3分団第1部2班（畑口）車庫に無線サイレン放送設備を設置、同所ホース乾燥塔

に拡声器を取り付ける。　　　　　　　　　　　　　　     

消防ポンプ自動車（BD-1）更新、消防署に配備する。 

消防署配備の消防ポンプ自動車を消防団第1分団第2部（榎之窪）へ移管する。　　　　　　　　　　　　     

廿日市ライオンズクラブから電源照明車（トヨタハイラックス1800cc、ディーゼル発電

機2KVA付）の寄贈を受け、消防署へ配備する。     

消防団第3分団第1部2班（畑口）車庫及び用地の一部を、県道拡張工事のため広島県へ売

却する。 

消防職員2人採用（定数50人） 

小型動力ポンプ積載車2台更新、第2分団第3部2班（郡塚）、第3分団第1部1班（砂原）に

配備し、小型動力ポンプ2台更新、第2分団第2部2班（後畑）、第3分団第1部3班（明石）

に配備する。 

財団法人日本消防協会から小型動力ポンプ（B-2）付積載車1台寄贈を受け、第1分団第1

部3班（佐方）に配備する。  

社団法人日本自動車工業会から救急車（2B）1台寄贈を受け、消防署に配備する。 

消防署小隊に救急分隊を1分隊増設、2分隊編成とする。  

消防団第2分団第2部1班（長野）車庫を新築移転する。  

消防職員3人採用（定数52人）  

小型動力ポンプ付積載車2台更新、第2分団第2部1班（長野）、第3分団第1部2班（畑口）

に配備する。 

台風12号襲来により、管内各地で強風による被害が続出する。 

広島県内広域消防相互応援協定及び高速道路消防相互応援協定を締結（隣接市町との協

定は廃止）する。 

救助工作車Ⅱ型及び救助資器材一式を整備、消防署に配備する。 

消防団第3分団第2部1班（地御前）車庫を新築移転する。　 

市制施行（廿日市町から廿日市市へ名称変更）、県下13番目の市となる。  

消防団は、財団法人広島県消防協会佐伯支部から独立し、単独で財団法人広島県消防協

会廿日市支部を設立する。 

消防職員4人採用（定数56人）　 
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佐伯地区危険物安全協会が、佐伯・廿日市地区危険物安全協会に名称変更し、事務局が

大野町消防本部から本市消防本部に移管された。 

廿日市市幼年少年婦人防火委員会が設立される。 

小型動力ポンプ積載車2台更新、第2分団第3部1班（速谷）、第3分団第2部2班（阿品）に

配備、小型動力ポンプ3台更新、第2分団第1部1班（橋本）、第2分団第3部1班（速谷）及

び第3分団第1部1班（砂原）に配備する。 

消防団第2分団第3部1班（速谷）車庫を新築移転する。 

財団法人日本消防協会から小型動力ポンプ付積載車1台寄贈を受け、積載車を第3分団第1

部3班（明石）、小型動力ポンプを第2分団第3部2班（郡塚）に配備する。 

指揮車更新、消防署に配備する。  

 

消防団第1分団第2部1班（榎之窪）車庫を新築移転する。  

消防職員9人採用（定数64人）  

消防団第3分団第1部3班（明石）車庫を新築移転する。  

広島ガス㈱から救急車、広報車の寄贈を受け、消防署に配備する。  

佐伯郡佐伯町と廿日市市の間における消防事務の事務委託に関する協定を調印する。 

消防本部の組織を3課6係、消防署の組織を3課5係とする。 

小型動力ポンプ2台更新、第2分団第1部2班（川末）、第3分団第2部1班（地御前）に配備

する。 

優良消防団として広島県知事表彰を受賞する。 

消防本部と佐伯町役場間に専用電話回線を設置する。 

佐伯分署開署式及び竣工式を行う。  

佐伯町津田1147番地の10、延面積448.63㎡鉄筋コンクリート2階建庁舎に水槽付消防ポン

プ自動車1台、小型動力ポンプ付積載車1台、救急自動車2台、指揮車1台を配備し、職員

13人体制で8時30分、佐伯町の消防事務委託の受託業務を開始する。  

広島県内航空消防応援協定を締結する。 

消防職員6人採用（定数70人） 

消防団第3分団第1部2班（畑口）車庫を新築移転する。 

西分署（コミュニティ消防センター）開署式及び竣工式を行う。 

阿品台四丁目1番21号、延べ面積353.65㎡鉄筋コンクリート2階建庁舎（防火水槽40ｔ

級）に職員10人と新規購入水槽付消防ポンプ自動車、広島県同栄社共済農業共同連合会

寄贈救急自動車、広報車を配置し、本市西部地域を管轄区域として業務開始する。 

消防ポンプ自動車更新、第1分団第1部1・2班（大東）に配備する。 

消防職員5人採用（定数75人） 

消防団第2分団第3部2班（郡塚）車庫を新築する。 

台風19号襲来、市内に甚大な被害をもたらす。 

消防職員4人採用（定数79人） 

警防課に通信指令係を設け、消防本部の組織を3課7係とする。 

消防団第3分団第1部1班（砂原）車庫を新築する。 

佐伯郡内町村、廿日市市、山県西部消防組合消防本部による消防関係者連絡協議会を発

足する。 

消防団員定数181人となる。 

日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受け、消防署に配備する。  
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宮園地区に消防団車庫を新築、小型動力ポンプ付積載車１台、団員10人により、新班

（第3分団第1部4班・宮園）を結成する。 

広報車更新、消防署へ配備する。 

消防通信指令管制システムを消防庁舎3階に整備、職員6人で運用を開始する。 

消防職員6人採用（定数85人） 

消防団第2分団第2部1班（森宗）車庫を新築移転する。 

日本防火協会から防火広報車の寄贈を受け、消防署に配備する。 

広島県内高速道路消防相互応援協定を締結する。 

消防職員8人採用（定数90人） 

救急救命士国家試験にて（1人）資格取得する。 

阪神淡路大震災発生のため応援隊を派遣（1.17～1.23 延べ20人）する。 

消防職員5人採用（定数95人）　 

消防団組織力強化のため4分団に改編、定数213人となる。 

四季が丘地区に消防団車庫新築、小型動力ポンプ付積載車1台、団員10人により、新班

（第3分団第2部2班・四季が丘）を結成する。 

高規格救急自動車（救急自動車の更新）を整備、消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付水槽車整備、消防署に配備する。 

消防職員4人採用（定数98人） 

高規格救急自動車を消防署に配備し、救急救命士3人をもって、高度救急業務を開始す

る。 

広島県防災ヘリコプター応援協定を締結する。 

輸送車更新、消防署に配備する。 

消防本部（署）庁舎の耐震補強、外部改修工事を完了する。 

消防職員6人採用（定数100人） 

消防団第2分団第2部2班（後畑）車庫を新築移転する。 

消防団第1分団第1部3班（佐方）車庫を新築移転する。 

水槽付消防ポンプ自動車更新、消防署に配備する。 

消防職員3人採用（定数103人） 

小型動力ポンプ付積載車更新、第4分団第1部3班（阿品台）に配備する。 

指揮車更新、消防署に配備する。 

消防通信指令管制システムの老朽化した一部機器を更新（9,10年度）する。 

携帯電話による119番通報受付業務を開始する。 

消防職員3人採用（定数105人） 

大雨による土砂災害発生、人、家屋等に甚大な被害をもたらす。 

佐伯町、高規格救急自動車（救急自動車の更新）を整備、佐伯分署に配備する。 

6月29日大雨災害復旧の最中、台風18号襲来、さらに甚大な被害をもたらす。 

多目的災害支援車（連絡車の更新）を整備、消防署に配備する。 

広島ガス（株）から化学車（更新）車体分として840万円の寄贈を受ける。 

消防職員1人採用（定数106人） 

小型動力付ポンプ積載車更新、第4分団第1部1班（地御前）、第2分団第1部1班（森宗）

に配備する。 

職員招集のポケットベル導入、職員全員に配付し運用を開始する。 

広島県緊急情報防災情報システムの運用を開始する。 
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広報車（指導車の更新）を整備、西分署に配備する。 

後畑消防団車庫に無線サイレン放送設備を設置（市内16ヶ所ほぼ市域をカバー）する。 

化学消防ポンプ自動車更新、消防署に配備する。 

廿日市ライオンズクラブから広報車（広報4）の寄贈を受け、消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団第1部2班（川末）、第2分団第2部2班（後畑）に

配備する。 

15時28分、平成13年芸予地震（M6.7）発生、道路、家屋等に甚大な被害をもたらす。 

職員招集のポケットベルの運用を廃止する。 

消防職員5人採用（定数107人） 

職員・団員非常招集要領を改正し、電子メールによる運用を開始する。 

高規格救急自動車（救急自動車の更新）を整備、西分署に配置し運用を開始する。 

消防職員4人採用（定数108人） 

女性職員採用に伴い、消防本部2階の会議室を女子更衣室に改築する。 

消防団第4分団第1部2班（阿品）車庫を新築する。 

消防本部と吉和支所間に専用電話回線を設置する。 

廿日市市・佐伯町・吉和村の3市町村が合併し、新生「廿日市市」となる。 

合併に伴い消防団組織を改編し、11分団編成、定数433人となる。 

佐伯地域の防災行政無線遠隔装置（固定系）を通信指令室に設置、運用を開始する。 

吉和地域は引き続き山県西部消防組合に加入する。 

消防職員2人採用（定数109人） 

消防本部の組織に関する規則の一部を改正し3課8係とする。 

広島西圏域メディカルコントロール協議会を設置する。 

高規格救急自動車（救急自動車の更新）を整備、消防署に配置し運用を開始する。 

佐伯地域の防災行政無線遠隔装置（移動系）を通信指令室及び佐伯分署に設置し、防災

行政無線を佐伯分署各車両に配備、運用を開始する。 

消防ポンプ自動車更新、第1分団第2部1・2班（榎之窪）に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第1分団第1部3班（佐方）、第3分団第1部1班（砂

原）に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車（更新）を整備し、佐伯分署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第11分団第1部2班（細井原）に配備する。 

消防職員2人採用（定数110人） 

消防本部の組織を4課8係とする。 

台風18号襲来、死者4人を出すなど管内に甚大な被害をもたらす。 

高規格救急自動車（救急自動車の更新）を整備、佐伯分署に配置し運用を開始する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第10分団第2部2班（中津谷）に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団第3部2班（郡塚）に配備する。 

消防本部の組織を4課10係、消防署の組織を2課4係、2分署とする。 

大野町及び宮島町との市町合併（H17.11.3）に向け、人事交流（各消防本部へ3人ずつ派

遣、6人を受入れる）を実施する。 

携帯119番の直接受信の運用を開始する。 

台風14号来襲、各地域の道路、家屋等に甚大な被害をもたらす。 

廿日市市・大野町・宮島町の３市町が合併し、新生「廿日市市」となる。 

大野町及び宮島町の職員67人を採用し、定数179人となり、本部組織を4課1室12係に、消
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防署組織を廿日市・大野・宮島の3署体制とし、それぞれの署に2課6係を置き、廿日市消

防署に西及び佐伯の2分署を置き、西分署に5係、佐伯分署に6係を置く。 

消防団組織は改編し、24分団編成、定数732人となる。 

無線を統合し、運用を開始する。 

救助工作車Ⅱ型（救助工作車の更新）を整備、廿日市消防署に配備し運用を開始する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第11分団1部1班（花原）に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第3分団第1部2班（畑口）に配備する。 

消防団第10分団第2部1班（頓原）と2班（中津谷）の車庫を統合し、中津谷に車庫を新築

する。 

救助工作車を広島県消防学校へ無償譲渡する。 

消防職員3人採用（定数179人） 

コミュニティ消防センター2階部分を増築し、廿日市消防署西分署の事務室として使用を

開始する。 

高規格救急自動車を整備、廿日市消防署西分署に配備し運用を開始する。 

大野地域、宮島地域の119回線を通信指令室へ統合し運用を開始する。 

大野消防署、宮島消防署の防災行政無線遠隔制御装置(固定系)を通信指令室へ移設し、

運用を開始する。 

新消防庁舎建設のため隣接地を購入し、敷地3,326.03㎡となる。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団第2部1班（長野）、第3分団第1部3班（明石）に 

配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第9分団第1部（栗栖）に配備する。 

山県西部消防組合が解散（Ｈ19. 3.31）し、吉和地域は広島市に委託する。 

消防職員4人採用、内1人山県西部消防組合職員採用（定数179人） 

消防・救急艇（みかさ）を更新し、日本初フェリー型消防艇（もみじ）を宮島消防署に

配備する。 

南町消防職員住宅を廃止する。 

第13分団第1部3班（中山）道路拡張のため、同敷地内に移築完了し、運用を開始する。 

廿日市地域のデジタル防災行政無線遠隔制御装置（同報系）を整備し，運用を開始す

る。これに伴い、廿日市地域16箇所の無線サイレン放送設備を撤去する。 

大野地域、宮島地域2会場において、広島県、陸上自衛隊、広島県警察、近隣消防本部

（局）、消防団、民間企業、自主防災組織等41機関延べ630人参加で広島県総合林野火災

防御訓練を実施する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団第3部1班（速谷）、第4分団第1部2班（阿品）に

配備する。 

水槽付消防ポンプ自動車更新、廿日市消防署佐伯分署に配備する。 

消防ポンプ自動車更新、第10分団第1部（市垣内）に配備する。 

はしご付消防自動車更新（35ｍ級先端屈折型）、廿日市消防署に配備する。 

第11分団第2部1班（石原）と2班（熊崎）の車庫を統合し、石原に車庫を新築する。 

消防職員7人採用（定数179人） 

消防本部に4課8係を置き、各消防署に1課2係を置き、各分署に2係を置く。 

新消防庁舎一部の完成により引渡し（事務所棟）を受ける。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第11分団第2部1班（石原）と2班（熊崎）に配備する。 

訓練棟の引き渡しを受ける。 
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 Ｈ21. 2.17 

 

Ｈ21. 2.17 

Ｈ21. 3.24 

Ｈ21. 4. 1 

Ｈ21. 6. 1 

Ｈ21.10.27 

Ｈ21.11.27 

Ｈ21.11.30 

 

Ｈ21.12.11 

Ｈ22. 1.20 

 

Ｈ22. 3. 2 

 

Ｈ22. 3.10 

Ｈ22. 4. 1 

Ｈ23. 1.19 

Ｈ23. 1.24 

Ｈ23. 3. 1 

Ｈ23. 3.11 

Ｈ23. 3.12 

 

Ｈ23. 4. 1 

 

Ｈ23. 8.25 

Ｈ23. 9.27 

Ｈ23.12. 2 

Ｈ24. 2.22 

Ｈ24. 3.26 

Ｈ24. 3.29 

Ｈ24. 3.31 

Ｈ24. 4. 1 

 

 

Ｈ24. 7. 2 

Ｈ25. 3.12 

Ｈ25. 3.14 

 

Ｈ25. 3.29 

Ｈ25. 4. 1 

Ｈ25. 6.25 

Ｈ25.11. 7 

新消防庁舎（事務所棟）の業務を開始し、旧庁舎の119番通報等を消防通信指令管制シス

テムから高機能消防指令センターに切り替え一部稼動する。 

広島県総合行政通信網（衛星系）を整備し、運用開始する。 

高機能消防指令センターの運用を開始する。 

消防職員3人採用（定数179人） 

電子メール119の運用を開始する。 

除染テント1基、廿日市消防署に配備する。 

化学防護服4着、廿日市消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第7分団第2部（津田2）と、第10分団第2部1班（頓原）に

配備する。 

消防団防火服202着、各地域分団へ配備する。 

第11分団第1部1班（花原）と2班（細井原）の車庫を統合し、吉和支所敷地内に車庫を新

築する。 

高規格救急自動車3台更新、廿日市消防署、廿日市消防署佐伯分署、大野消防署に配備す

る。 

新消防庁舎（車庫棟）の業務を開始する。 

消防職員3人採用（定数179人） 

小型動力ポンプ付積載車更新、第3分団第2部1班（宮園）に配備する。 

水槽付消防ポンプ自動車更新、廿日市消防署西分署に配備する。 

大竹市栗谷町広原地区救急業務応援に関する覚書を締結する。 

緊急消防援助隊用資機材（エアテント）等を廿日市消防署に配備する。 

東日本大震災発生のため宮城県名取市に緊急消防援助隊を派遣（3.12～3.31 延べ46人）

する。 

消防職員6人採用（定数179人） 

消防本部に3課7係を置き、各消防署に1課2係を置き、各分署に2係を置く。 

弥山展望台建替えに伴い無線設備を撤去し、消防本部へ移設・運用を開始する。 

新発信地表示システムを位置情報通知システムに統合し、運用を開始する。 

広報車1台を更新、廿日市消防署に配備する。 

高規格救急自動車1台更新、廿日市消防署西分署に配備する。 

宮島消防署の耐震補強工事を完了する。 

指揮支援車（広報車１の更新）を整備し、廿日市消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第8分団（浅原）に配備する。 

消防職員4人採用（定数179人） 

消防本部に3課10係を置き、各消防署に1課2係を置き、各分署に2係を置く。 

広島市消防局との相互派遣（各1人）を実施する。 

小型水槽付消防ポンプ自動車（CAFS搭載）１台更新、大野消防署に配備する。 

高規格救急自動車1台更新、廿日市消防署に配備する。 

緊急消防援助隊用の車両として、資機材搬送車（廿日市資材１）が総務省消防庁から無

償貸与され、廿日市消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第13分団（中山）、第17分団（物見）に配備する。 

消防職員9人採用（定数179人） 

宮内畑口地区において土砂災害発生、死者１人。 

優良消防団として広島県知事表彰を受賞する。 
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 Ｈ25.12.17 

Ｈ26. 1. 9 

Ｈ26. 1.14 

Ｈ26. 1.28 

 

Ｈ26. 2.10 

Ｈ26. 2.12 

Ｈ26. 2.27 

Ｈ26. 3.24 

 

Ｈ26. 4. 1 

Ｈ26. 7. 1 

Ｈ26. 8.20 

 

Ｈ26.11.18 

 

Ｈ27. 1.23 

 

Ｈ27. 3.18 

Ｈ27. 3.19 

Ｈ27. 3.20 

Ｈ27. 3.23 

Ｈ27. 3.29 

 

Ｈ27. 4. 1 

Ｈ27. 9. 1 

Ｈ27.10. 1 

Ｈ27.11.18 

 

Ｈ28. 4. 1 

Ｈ28. 4. 1 

Ｈ28. 6. 1 

Ｈ28.10. 1 

Ｈ29. 1. 1 

Ｈ29. 2.18 

 

Ｈ29. 3. 8 

 

Ｈ29. 3.30 

Ｈ29. 4. 1 

Ｈ29. 7. 6 

 

Ｈ29.10.25 

救助工作車Ⅱ型１台更新、大野消防署に配備する。 

大野消防署リニューアル工事完了する。仮眠室の個室化を図る。 

救助工作車を広島県消防学校へ無償譲渡する。 

財団法人日本消防協会から消防団多機能車両が寄贈され、第1分団第1部（大東）に配

備する。 

高規格救急自動車1台更新、廿日市消防署佐伯分署に配備する。 

高規格救急自動車1台更新、大野消防署に配備する。 

小型水槽付消防ポンプ自動車（CAFS搭載）１台更新、廿日市消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第 3分団第 2 部 2班（四季が丘）、第 12 分団（宮島

口）、第14分団（別府）、第20分団（丸石）に配備する。 

消防職員5人採用（定数179人） 

消防団本部に女性消防隊を発足する。 

広島市土砂災害（安佐南区八木地区）へ広島県内広域消防相互応援として派遣（延べ142

人、車両23台（8.20～8.29））する。 

小型動力ポンプ（D-1級）更新、第14分団1部1班（早時）、第18分団1部1班（梅

原）に配備する。 

総務省消防庁から救助資機材搭載型消防ポンプ自動車が無償貸付され、第22分団（東）

に配備する。 

指揮車（査察広報車１台の更新）を整備し、廿日市消防署西分署に配備する。 

消防ポンプ自動車（救助資機材積載型）1台更新、宮島消防署に配備する。 

輸送車を整備し、廿日市消防署佐伯分署に配備する。 

高規格救急自動車1台更新、宮島消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第4分団第1部3班（阿品台）、第5分団（友和）、第9

分団第2部（所山）に配備する。 

消防職員10人採用（定数179人） 

査察広報車1台を更新、廿日市消防署に配備する。 

消防団サポート事業の運用を開始する。 

公益財団法人日本消防協会から消防団防災学習・災害活動車両が寄贈され、消防団本部

に配備する。 

消防職員３人採用（定数179人） 

コミュニティ消防センターを、消防本部から自治振興部地域政策課へ所管換えする。 

広島都市圏消防救急デジタル無線共同利用の運用を開始する。 

機能別団員制度の運用を開始する。 

学生消防団活動認証制度の運用を開始する。 

小型動力ポンプ付積載車を消防ポンプ自動車に更新、第13分団第1部1班（深江）に配

備する。 

災害の防除と消防力強化につとめた成績に対して、消防庁長官から竿頭綬を授与され

る。 

化学消防ポンプ自動車１台更新、廿日市消防署に配備する。 

消防職員13人採用（定数179人） 

九州北部豪雨発生のため、福岡県朝倉市へ緊急消防援助隊を派遣する。 

（7.6～7.20　延べ31人） 

当市消防団の団員数が相当数増加した功績に対して、総務大臣から感謝状を授与され
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Ｈ29.12.22 

 

Ｈ30. 2. 1 

Ｈ30. 3. 9 

Ｈ30. 3. 9 

Ｈ30. 4 .1 

 

 

Ｈ30. 6.29 

Ｈ30. 7 .5 

 

 

 

 

 

Ｈ30. 8 .1 

Ｈ30.12.20 

 

Ｈ31. 2.10 

 

Ｈ31. 3.11 

 

Ｈ31. 3.15 

Ｈ31. 3.20 

 

Ｈ31. 3.22 

 

Ｈ31. 4. 1 

 

 

Ｒ 元 . 9 . 1 

 

Ｒ 2. 2. 6 

Ｒ 2. 2.19 

Ｒ 2. 3.18 

Ｒ 2. 3.23 

Ｒ 2. 3.30 

Ｒ 2. 4. 1 

Ｒ 2. 4.16 

Ｒ 2. 8.25 

Ｒ 2.12. 1 

Ｒ 2.12.14 

る。 

小型動力ポンプ付積載車を消防ポンプ自動車に更新、第7分団第1部（津田）に配備す

る。 

救急救助艇（ビーグル号）1艇更新、宮島消防署に配備する。 

高規格救急車1台更新、廿日市消防署西分署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第24分団第1部（杉之浦）に配備する。 

消防職員４人採用（定数179人） 

大竹市消防本部と「救急業務相互応援に関する覚書」を締結する。 

広報キャラクター「ソナエント」が誕生。運用を開始する。 

小型動力ポンプ（B-2級）更新、第1分団第1部3班（佐方）に配備する。 

平成30年7月豪雨発生、管内の家屋及び道路に被害をもたらす。 

さらに甚大な被害を受けた広島市東区、安芸郡坂町及び海田町へ、広島県内広域消防相

互応援協定に基づき消防職員・消防団員を派遣する。 

（消防職員7.7～7.31　延べ150人　　消防団員7.21～9.23の内13日　延べ74人） 

呉市の医療機関に対する給水支援として大型水槽車を派遣する。 

（7.10～7.14の内4日　延べ 8人） 

多言語通訳サービスの運用を開始する。 

当市消防団の平成30年7月豪雨における活動に対して、総務大臣から感謝状を授与され

る。 

当市消防団の平成30年7月豪雨における活動に対して、総務省消防庁長官から防災功労

者表彰を授与される。 

輸送車1台更新、大野消防署に配備する。 

高規格救急自動車1台更新、廿日市消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付水槽車1台更新、廿日市消防署に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第19分団（塩屋）及び第22分団第3部（東）に配備す

る。 

総務省消防庁から救助資機材搭載型小型動力ポンプ積載車が無償貸付され、第23分団第

１部（西）に配備する。 

消防職員２人採用（定数179人） 

廿日市消防署佐伯分署を「廿日市市佐伯消防署」として運用を開始する。 

大竹市消防本部との相互派遣（各１名）を実施する。 

当市消防団の平成30年7月豪雨における活動に対して、内閣総理大臣から防災功労者表

彰を授与される。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第5分団（玖島）及び第22分団（東2）に配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団（後畑）に配備する。 

高規格救急自動車1台更新、宮島消防署に配備する。 

輸送車1台更新、廿日市消防署に配備する。 

小型水槽付消防ポンプ自動車1台更新、宮島消防署に配備する。 

消防職員４人採用（定数179人） 

新型コロナウイルス感染症の流行拡大に伴い、広島県に緊急事態宣言が発出される。 

小型動力ポンプ（B-2級）更新、第3分団第1部2班（畑口）に配備する。 

広報車1台更新、廿日市消防署に配備する。 

水槽付消防ポンプ自動車1台更新、大野消防署に配備する。 



- 11 -

 Ｒ 3. 1.26 

Ｒ 3. 2.22 

 

Ｒ 3. 3. 1 

Ｒ 3. 3. 7 

Ｒ 3. 4. 1 

 

 

Ｒ 3. 5.31 

Ｒ 3.11. 4 

Ｒ 3.11.24 

Ｒ 3.12. 6 

 

Ｒ 4. 1.31 

Ｒ 4. 4. 1 

Ｒ 4. 4.30 

Ｒ 4.12. 9 

Ｒ 4.12.27 

Ｒ 5. 2.27 

Ｒ 5. 3.27 

Ｒ 5. 3.31 

 

 

Ｒ 5. 4. 1 

 

 

Ｒ 5. 6. 1 

Ｒ 5.10. 1 

Ｒ 5.12. 5 

Ｒ 6. 3. 6 

Ｒ 6. 4. 1 

Ｒ 6. 8.20 

Ｒ 6.12.19 

Ｒ 7. 1.21 

Ｒ 7. 2. 8 

Ｒ 7. 2.21 

Ｒ 7. 2.28 

Ｒ 7. 3.25 

Ｒ 7. 4. 1  

 

Ｒ 7.12. 1 

Ｒ 8. 1.26 

Ｒ 8. 2.28 

高機能消防指令センターを更新し、試験運用を開始する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団第1部2班（川末）、第16分団（滝の下）及び

第23分団第2部（西2）に配備する。 

NET119の運用を開始する。 

高規格救急自動車1台を更新、大野消防署へ配備する。 

消防職員２人採用（定数179人） 

高機能消防指令センターの本運用を開始する。 

Live119の運用を開始する。 

ドローン運用開始（２機、操縦者３名） 

高規格救急自動車２台を更新、廿日市消防署西分署及び佐伯消防署へ配備する。 

救助工作車Ⅱ型1台を更新、廿日市消防署へ配備する。 

小型動力ポンプ付積載車更新、第１５分団（土井）及び第２４分団第２部（杉之浦２）

に配備する。 

小型動力ポンプ（B-2級）更新、第9分団第1部（栗栖）に配備する。 

消防職員２人採用（定数179人） 

廿日市市幼年少年女性防火委員会が解散される。（幼年少年消防クラブの運用は継続） 

小型動力ポンプ付積載車更新、第2分団第1部1班（森宗）に配備する。 

指揮車更新、吉和分団に配備する。 

消防ポンプ自動車１台を更新、佐伯消防署へ配備する。 

災害対応多目的車１台を更新、廿日市消防署へ配備する。 

消防団員の確保等に積極的に取り組む消防団として、本市消防団が総務大臣から感謝状

を授与される。 

大竹市消防本部との相互派遣（各１名）を終了する。 

消防職員４人採用（定数179人） 

広島県防災航空隊の隊員増員に伴い、広島県防災航空センターへ職員１名を派遣する。 

こども防火教育プログラムの指導を開始する。 

消防職員１人採用（定数179人） 

消防職員２人採用（定数179人） 

小型動力ポンプ付積載車更新、第4分団第1部1班（地御前）に配備する。 

指揮車２台を更新、廿日市消防署及び佐伯消防署へ配備する。 

消防職員４人採用（定数185人） 

はしご付消防自動車１台を更新、廿日市消防署へ配備する。 

高規格救急自動車２台を更新、廿日市消防署及び大野消防署へ配備する。 

消防団第12分団第1部（宮島口）車庫を新築移転する。 

佐伯消防署を建替え、開署式及び竣工式を実施する。 

佐伯消防署を移転、業務を開始する。 

杉之浦消防職員住宅を廃止する。 

愛媛県今治市の林野火災に緊急消防援助隊を派遣（3.25～3.31 延べ12人）する。 

消防職員６人採用（定数185人） 

消防署小隊編成を中隊編成とする。 

高規格救急自動車1台を更新、佐伯消防署へ配備する。 

水槽付消防ポンプ自動車1台更新、佐伯消防署に配備する。 

高規格救急自動車1台を更新、宮島消防署へ配備する。 
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 Ｒ 8. 3.26 

 

Ｒ 8. 3.30 

Ｒ 8. 4. 1

小型動力ポンプ付積載車２台を更新、第３分団第１部１班（砂原）及び第２１分団 

（鳴川）に配備する。 

輸送車1台更新、宮島消防署に配備する。 

消防職員５人採用（定数185人）
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Ｎ
廿 日 市

廿日市市

廿日市市の位置及び管轄区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面 積　　　　 ４８９.４９km２ 

人 口　　　１１４，５１８人 

世 帯 数   ５４，１７７世帯 

人口密度　　　　　２３４人／km２

 

 
廿 日 市 市

 
位 置

北緯　　３４°１３′５３″～　　３４°３５′００″

 東経　１３２°　２′１１″～　１３２°２１′０４″

 地 域 別 廿 日 市 佐 伯 大 野 宮 島 吉 和

 面 積 47.96km2 194.85 km2 70.77 km2 30.39 km2 145.52km2

 人 口 74,884人 8,458人 29,283人 1,372人 521人

 世 帯 数 35,025世帯 4,556世帯 13,503世帯 796世帯 297世帯

 常 備 消 防 廿 日 市 市 消 防 本 部 広島市消防局

 非 常 備 消 防 廿 日 市 市 消 防 団

市の木（さくら）

市の花（さつき）



■消防本部・消防署の組織図

消防本部
総 務 係

総 務 課
消 防 団 係

指 導 係
予 防 課

危 険 物 係

警 防 係

救 急 係
警 防 課

通信指令第１係

通信指令第２係

消 防 署 消 防 第 １ 係

救 助 第 １ 係

救 急 第 １ 係
消 防 課

消 防 第 ２ 係

救 助 第 ２ 係

救 急 第 ２ 係

消 防 第 １ 係

消 防 第 ２ 係

消 防 第 １ 係

総 務 第 １ 係
消 防 課

消 防 第 ２ 係

総 務 第 ２ 係

消 防 第 １ 係

総 務 第 １ 係
消 防 課

消 防 第 ２ 係

総 務 第 ２ 係

消 防 第 １ 係

総 務 第 １ 係
消 防 課

消 防 第 ２ 係

総 務 第 ２ 係

市
 
 
長

消

防

長

次

長

廿

日

市

消

防

署

西

分

署

佐

伯

消

防

署

大

野

消

防

署

宮

島

消

防

署
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■消防施設の配置図
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佐伯地域

吉和地域

大野地域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

６-１-１ 
６-１-２ 
６-２-１ 
６-２-２

７-１-１ 
７-１-２ 
７-１-３ 
７-２-１ 
７-２-２ 
７-２-３

８-１-１ 
８-１-２ 
８-２-１ 
８-２-２

９-１-１ 
９-１-２

９-２-１ 
９-２-２

１０-２-１ 
１０-２-２

１１-２-１ 
１１-２-２

１１-１-１ 
１１-１-２

資

指

指

１０-１-１ 
１０-１-２

指 ＋ ＋
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廿日市地域

宮島地域

 

 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｎ

１-１-１ 
１-１-２

４ -１-１

４ -１-２

４-１-３

１-１-３

２-２-２

３ -１-１

３ -２-１

１-２-１ 
１-２-２

２ -２-１２ -１-２

２ -１-１

２-３-１

２ -３-２

３ -２-２

３ -１-３

３-１-２

＋

５-１-１ 
５-１-２ 
５-２-１ 
５-２-２

指 支指 資 広 広 広

水 化 ＋ ＋ ＋
＋

２４-１-１ 
２４-１-２ 
２４-２-１ 
２４-２-２

２２-１-１ 
２２-１-２ 
２２-２-１ 
２２-２-２ 
２２-３-１ 
２２-３-２ 

２３-１-１ 
２３-１-２ 
２３-２-１ 
２３-２-２

＋

＋

消 防 艇 

 

１３-１-３

１３ -１-２

１５ -１-１ 
１５ -１-２

１７ -１-１ 
１７ -１-２ 
１７ -１-３

２１-１-１ 
２１-１-２

２０-１-１ 
２０-１-２ 
２０-１-３１９ -１-１ 

１９ -１-２ 
１９ -１-３

１８ -１-１ 
１８ -１-２ 
１８ -１-３

１６ -１-１ 
１６ -１-２

１２ -１-１ 
１２ -１-２ 
１２ -１-３

１４-１-１ 
１４-１-２ 
１４-１-３

１３-１-１
＋指 広資

指 広資 ＋

資

指

水

指

広

支

資

救

化

＋

はしご付消防

自 動 車

高規格救急自動車

消 防 本 部

消 防 署

消 防 団 本 部

消 防 団 車 庫

指 揮 車

指 揮 支 援 車

広 報 車

災害対応多目的車

資機材搬送車

救 助 工 作 車

化学消防ポンプ 
自動車

小型動力ポンプ 
付水槽車

水 槽 付 消 防

ポンプ自動車

消 防 ポ ン プ

自動車

消 防 ポ ン プ

自動車(消防団)

小型動力ポンプ 
付積載車

西 分 署

消防団防災学習 
災害活動車防

防

救

救



■歴代消防長

就任年月日 退職年月日 備　　　　考

初 田 中 清 人 昭和32年 4月 1日 昭和34年 3月20日 町総務課長兼職

2 横 山 一 夫 昭和34年 3月20日 昭和36年10月16日 助役事務取扱

3 中 島 勇 夫 昭和36年10月17日 昭和37年 6月 1日 町長事務取扱

4 広 藤 鼎 昭和37年 6月 1日 昭和43年 4月13日 署長兼職

5 豊 田 正 夫 昭和43年 4月13日 昭和45年 4月11日 町長事務取扱

6 橋 詰 正 昭和45年 4月11日 昭和46年 1月 1日 職務代理

7 一 郷 喜 代 三 昭和46年 1月 1日 昭和49年 5月 8日 町長事務取扱

8 半 明 英 夫 昭和49年 5月 9日 昭和55年10月28日 町長事務取扱

Ｓ55.10.29～Ｓ56. 3.31の間

職務代理・署長兼職

10 半 明 英 夫 平成元年 4月 1日 平成元年 6月30日 市長事務取扱

Ｈ元. 7. 1～Ｈ 4. 3.31の間

署長兼職

12 浅 倉 光 昭 平成 8年 4月 1日 平成 9年 3月31日

Ｈ 9. 4. 1～Ｈ10. 3.31の間

消防長代理・署長兼職

Ｈ13. 4. 1～Ｈ14. 3.31の間

消防長代理

15 末 永 孝 幸 平成22年 4月 1日 平成25年 3月31日

16 山 口 幸 正 平成25年 4月 1日 平成29年 3月31日

17 中 田 健 史 平成29年 4月 1日 令和 2年 3月31日

18 清 水 弘 文 令和 2年 4月1日 令和 5年 3月31日

19 宮 原 寛 令和 5年 4月1日 令和 7年 3月31日

20 佐 川 智 弘 令和 7年 4月1日 現 在 に 至 る

氏　　名

9 橋 詰 正 昭和55年10月29日 平成元年 3月31日

11 坂 本 博 文 平成元年 7月 1日 平成 8年 3月31日

13 冠 地 敏 行 平成 9年 4月 1日 平成13年 3月31日

14 奥 田 哲 雄 平成13年 4月 1日 平成22年 3月31日
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■歴代消防署長

○廿日市消防署長

就任年月日 退職（異動）年月日 備　　　　考

初 明 石 康 造 昭和34年 5月17日 昭和37年 6月 1日 団長兼職

2 広 藤 鼎 昭和37年 6月 1日 昭和43年 4月13日 消防長兼職

3 橋 詰 正 昭和43年 4月13日 平成元年 3月31日 消防長兼職

4 坂 本 博 文 平成元年 4月 1日 平成 4年 3月31日 Ｈ元.7. 1～Ｈ4.3.31の間消防長兼職

5 浅 倉 光 昭 平成 4年 4月 1日 平成 7年 3月31日 次長兼職

6 松 田 暘 博 平成 7年 4月 1日 平成 8年 3月31日

7 冠 地 敏 行 平成 8年 4月 1日 平成10年 3月31日 Ｈ9.4.1～Ｈ10.3.31の間消防長代理兼職

8 奥 田 哲 雄 平成10年 4月 1日 平成13年 3月31日 次長兼職

9 谷 口 正 好 平成13年 4月 1日 平成15年 3月31日

10 久 保 田 浩 平成15年 4月 1日 平成20年 3月31日

11 末 永 孝 幸 平成20年 4月 1日 平成22年 3月31日 次長兼職

12 久 保 田 浩 平成22年 4月 1日 平成24年 3月31日 次長兼職

13 坂 本 一 夫 平成24年 4月 1日 平成26年 3月31日 H25.4.1～H26.3.31の間西分署長兼職

14 西 本 健 二 平成26年 4月 1日 平成29年 3月31日 H26.4.1～H28.3.31の間西分署長兼職

15 玉 田 進 平成29年 4月 1日 平成31年 3月31日 西分署長兼職

16 田 中 浩 二 平成31年 4月 1日 令和 3年 3月31日 H31.4.1～R2.3.31の間西分署長兼職

17 酒 井 和 文 令和 3年 4月 1日 令和 7年 3月31日 次長兼職

18 福 島 智 令和 7年 4月 1日 現 在 に 至 る 次長兼職

※　S34.5.17～S63.3.31廿日市町消防署長　S63.4.1～H17.11.2廿日市市消防署長

○佐伯消防署長

就任年月日 退職（異動）年月日 備　　　　考

初 酒 井 和 文 平成31年 4月 1日 令和3年 3月31日

2 福 島 智 令和 3年 4月 1日 令和5年 3月31日

3 平 岡 尚 令和 5年 4月 1日 令和6年 3月31日

4 大 原 雅 樹 令和 6年 4月 1日 現 在 に 至 る

氏　　名

氏　　名
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○大野消防署長

就任年月日 退職（異動）年月日 備　　　　考

初 田 中 猛 平成17年11月 3日 平成20年 3月31日

2 山 田 幸 明 平成20年 4月 1日 平成21年 3月31日

3 竹 内 詔 二 平成21年 4月 1日 平成22年 3月31日

4 中 村 敏 行 平成22年 4月 1日 平成23年 3月31日

5 大 島 一 志 平成23年 4月 1日 平成25年 3月31日

6 西 本 健 二 平成25年 4月 1日 平成26年 3月31日

7 大 丸 修 平成26年 4月 1日 平成27年 3月31日

8 藤 井 正 実 平成27年 4月 1日 平成29年 3月31日

9 坂 本 至 平成29年 4月 1日 平成30年 3月31日

10 田 中 浩 二 平成30年 4月 1日 平成31年 3月31日

11 大 原 雅 樹 平成31年 4月 1日 令和 5年 3月31日

12 藤 本 浩 司 令和 5年 4月 1日 令和 6年 3月31日

13 平 岡 尚 令和 6年 4月 1日 令和 7年 3月31日

14 栗 原 要 令和 7年 4月 1日 現 在 に 至 る

※　市町合併以降（H17.11.3～）の消防署長

○宮島消防署長

就任年月日 退職（異動）年月日 備　　　　考

初 釜 谷 義 郎 平成17年11月 3日 平成20年 3月31日

2 竹 内 詔 二 平成20年 4月 1日 平成21年 3月31日

3 山 口 幸 正 平成21年 4月 1日 平成22年 3月31日

4 竹 内 詔 二 平成22年 4月 1日 平成24年 3月31日

5 大 丸 修 平成24年 4月 1日 平成26年 3月31日

6 吉 村 正 己 平成26年 4月 1日 平成27年 3月31日

7 清 水 弘 文 平成27年 4月 1日 平成29年 3月31日

8 宮 原 寛 平成29年 4月 1日 平成30年 3月31日

9 西 本 健 二 平成30年 4月 1日 令和 2年 3月31日

10 中 原 尚 司 令和 2年 4月 1日 令和 5年 3月31日

11 三 浦 弥 令和 5年 4月 1日 令和 7年 3月31日

12 原 田 勝 博 令和 7年 4月 1日 令和 8年 3月31日

13 平 岡 尚 令和 8年 4月 1日 現 在 に 至 る

※　市町合併以降（H17.11.3～）の消防署長

氏　　名

氏　　名
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■ 消防本部の事務分掌 

 

総務課 

総務係 

(１)  本部及び課の庶務に関すること。 

(２)  消防長の秘書に関すること。 

(３)  本部内の総合的な企画及び調整並びに本部内の進行管理に関すること。 

(４)　本部内の予算及び決算の総括並びに予算執行の調整に関すること。 

(５)　本部内の所掌事務に係る条例、規則、訓令等の総合調整に関すること。 

(６)　庁内連絡調整に関すること。 

(７)　消防庁舎の整備及び増改築並びに管理に関すること。 

(８)　庁内施設等の維持及び衛生管理に関すること。 

(９)　庁内の取締りに関すること。 

(10)　公印の管守（各所属に係るものを除く。）に関すること。 

(11)　文書の収受、送達、保存及び廃棄に関すること。 

(12)　組織機構及び事務改善に関すること。 

(13)　安全運転管理及び事故処理に関すること。 

(14)　儀式、行事及び会議に関すること。 

(15)　消防広報広聴の総合調整に関すること。 

(16)　情報公開制度及び個人情報保護制度の総合調整に関すること。 

(17)　消防協力者表彰に関する総合調整及び廿日市市消防表彰審査委員会に関すること。 

(18)　消防職員委員会に関すること。 

 (19)　職員の任免、進退、賞罰、服務及び身分に関すること。 

(20)　職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関すること。 

(21)　服務、規律、職務の分析及び勤務評定に関すること。 

(22)　職員の公務災害及び賞じゅつに関すること。 

(23)　職員の研修に関すること。 

(24)  職員の服制及び被服等の貸与に関すること。 

(25)  職員の旅行命令及び旅費の事務の総括に関すること。 

(26)  職員表彰に関すること。 

(27)  職員の福利厚生及び衛生管理に関すること。 

(28)　他の課の所掌に属しない事務に関すること。 

　 

消防団係 

(１)　消防団の組織に関すること。 

(２)　消防団の施設、車両及び消防機械器具の整備に関すること。 

(３)　消防団の広報に関すること。 

(４)　消防団本部の事務局に関すること。 

(５)　消防団員の定数、任免、賞罰、服務及び身分に関すること。 

(６)　消防団員の報酬及び費用弁償並びに退職報償金に関すること。 

(７)　消防団員の福利厚生、安全衛生、公務災害及び賞じゅつに関すること。 

(８)　消防団員の教育及び訓練に関すること。 

(９)　消防団員の表彰に関すること。 

(10)　消防団員の服制及び被服等の貸与に関すること。 

(11)　その他消防団に関すること。 
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予防課 

指導係 

(１)　課の庶務に関すること。 

(２)  建築物の許可、認可及び確認の同意に関すること。 

(３） 消防用設備等の設置、指導及び検査に関すること。 

(４)  防火対象物の査察に関する企画、査察指針の策定、査察技術及び違反処理技術の指導等に 

関すること。 

(５)  消防設備士及び消防設備点検資格者の育成指導に関すること。 

(６)  防火対象物の違反処理に関すること。 

(７)  火を使用する設備等の設置及び検査に関すること。 

(８)　防火対象物に係る統計に関すること。 

(９)　火災予防対策並びに防火及び防災指導に関すること。 

(10)　火災予防の広報広聴に関すること。 

(11)　防火管理体制の指導に関すること。 

(12)　火災その他の災害の原因及び損害の調査及び統計に関すること。　 

(13)　火気使用制限及び措置命令に関すること。 

(14)　自衛消防、幼年少年消防クラブ、自主防災組織その他の防火防災団体の育成指導に関するこ

と。 

(15)　消防法（昭和23年法律第186号）及び廿日市市火災予防条例（昭和37年条例第９号）に基づ 

く届出、報告等に関すること。　 

(16)　予防統計に関すること。 

(17)  課の事務で、他の係の所掌に属しない事務に関すること。 

 

危険物係 

(１)　危険物製造所等の許可、認可、承認等に関すること。 

(２)　危険施設の査察指針の策定並びに査察技術及び違反処理技術の指導等に関すること。 

(３)　危険物取扱者等の指導育成に関すること。 

(４)　危険物安全協会の運営の総合調整に関すること。 

(５)　高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号）に基づく許可、届出等に関すること。 

(６)　火薬類取締法（昭和25年法律第149号）に基づく許可、届出等に関すること。 

(７)　少量危険物、指定可燃物等の規制に関すること。 

(８)　液化石油ガスの保安及び指導に関すること。 

(９)　少量危険物及び高圧ガス関係施設、危険物製造所等の消防統計に関すること。 

 

警防課 

警防係 

(１)  課の庶務に関すること。 

(２)  警防計画及び警防対策に関すること。 

(３)  消防隊の運用に係る調整に関すること。 

(４)  消防戦術及び災害現場の指揮支援に関すること。 

(５)  災害現場活動の監察に関すること。 

(６)  訓練に係る計画、指導及び総合調整に関すること。 

(７)  消防車両、消防船舶、消防機械器具等の整備及び運用及び運用計画に関すること（他の課 

及び係の所掌に属するものを除く）。 

(８)  消防応援協定及び緊急消防援助隊に関すること。 

(９)  消防及び救助活動の統計に関すること。 

(10)  警防業務の広報に関すること。 

(11)  消防水利の整備、管理及び廃止に関すること。 

(12)  開発事業に関し、指導に関すること。 

(13)  課の事務で、他の係の所掌に属しない事務に関すること。 
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救急係 

(１)　救急対策及び救急業務計画に関すること。 

(２)　救急技術の研究及び指導に関すること。 

(３)　救急高度化及び救急に関する研修に関すること。 

(４)　訓練に係る計画及び指導に関すること。 

(５)　救急車両及び救急資器材の整備及び運用に関すること。 

(６)　救急統計に関すること。 

(７)　医療機関等との連携に関すること。 

(８)  メディカルコントロール協議会の事務に関すること。 

(９)　応急手当の普及啓発に関すること。 

(10)　救急業務の広報に関すること。 

(11)　救急隊員の教育に関すること。 

(12)　その他救急業務に関すること。 

 

通信指令第１係及び通信指令第２係 

(１)　消防隊の出動計画並びに災害の出動指令及び出動部隊の管制に関すること。 

(２)　消防通信の確保及び統制に関すること。 

(３)　職員及び消防団員の招集に関すること。 

(４)　通信指令技術の指導及び訓練に関すること。 

(５)　災害情報の収集、連絡及び記録に関すること。 

(６)　火災警報及び気象情報に関すること。 

(７)　救急医療情報に関すること。 

(８)　広島県内広域消防応援協定、広島県内航空消防応援協定等に基づく応援に関すること。 

(９)　消防支援情報等の収集及び管理に関すること。 

(10)　その他通信指令業務及び消防情報システム業務に関すること。 
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■消防庁舎（車庫）の現況

庁舎（車庫）

の　名　称

事務所棟
事務所棟 H21.10.30建築

鉄骨造
2,301.81㎡ 市有地

５階建

車庫棟
消防本部 車庫棟

串戸一丁目9-33 鉄骨造 3,326.03㎡ H22. 3.10建築
廿日市消防署 1,370.82㎡

２階建

訓練塔
訓練塔

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 146.05㎡ H21. 2.16建築
428.43㎡

一部鉄骨造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ H 2.11. 1建築
西　分　署 阿品台四丁目1-21 349.79㎡ 280.72㎡ 435.66㎡ H18. 3 増築

２階建 市有地

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ R 7. 1.30建築
佐伯消防署 津田1989-1 地下１階 1,659.03㎡ 558.35㎡ 1,141.76㎡

２階建 市有地

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ S46. 3.15建築
630.00㎡ 307.71㎡ 622.53㎡ H10. 3 改築

２階建 H26. 1 ﾘﾆｭｰｱﾙ
市有地

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ S50. 9. 1建築
宮島消防署 宮島町381-2 239.89㎡ 167.90㎡ 442.69㎡ H24. 3 ﾘﾆｭｰｱﾙ

３階建 市有地

鉄骨造 H 2. 3.20建築
宮島町1170-1，-2 415.57㎡ 98.00㎡ 154.00㎡

２階建 市有地

所　在　地 構　　造 敷地面積 建築面積 延べ面積 備     考

1,189.01㎡

大野消防署 大野一丁目1-6

宮　島
消防用倉庫
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廿日市消防署西分署 　　佐伯消防署

　大野消防署 　　宮島消防署

消防本部・廿日市消防署　　
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■車両配置状況

整 備
ポンプ 乗車

年 度
級別 定員

消防ポンプ自動車（小型水槽付 CAFS） 準中 日 野 Ｈ25 Ａ-2 600 6

化学消防ポンプ自動車 中型 日 野 Ｈ28 Ａ-2 1,750 6

水槽付消防ポンプ自動車 中型 日 野 Ｈ17 Ａ-2 1,500 6

はしご付消防自動車（30ｍ級） 大型 日 野 Ｒ6 6

救助工作車 中型 日 野 Ｒ3 6

小型動力ポンプ付水槽車 大型 いすゞ Ｈ30 Ｂ-2 10,000 2

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｒ6 7

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｈ30 7

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｈ25 7

17
指揮車 普通 三 菱 Ｒ5 7

台指揮支援車 普通 トヨタ Ｈ23 10

災害対応多目的車 中型 トヨタ Ｒ4 14

資機材搬送車 普通 日 産 Ｒ1 3

資機材搬送車 中型 三 菱 Ｈ24 3

査察広報車 普通 トヨタ Ｈ23 7

査察広報車 普通 スズキ Ｒ2 4

査察広報車 普通 スズキ Ｈ27 4

水槽付消防ポンプ自動車 中型 日 野 Ｈ22 Ａ-1 1,500 6

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｈ29 7

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｒ3 7

台指揮車 普通 日 産 Ｈ26 8

水槽付消防ポンプ自動車 中型 日 野 Ｒ7 Ａ-2 1,500 6

消防ポンプ自動車（小型水槽付） 準中 日 野 Ｒ4 Ａ-2 800 5

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｒ7 7

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｒ3 7

指揮車 普通 三 菱 Ｒ5 7

資機材搬送車 準中 三 菱 Ｈ26 3

合計　42台・2艇

区分 車 種（機 種） 免許 車 名
水槽
(Ｌ)

西
分
署　

4

佐
伯
消
防
署　

6
台

廿
 
日
 
市
 
消
 
防
 
署
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整 備
ポンプ 乗車

年 度
級別 定員

消防ポンプ自動車（小型水槽付 CAFS） 準中 日　野 Ｈ24 Ａ-2 600 6

水槽付消防ポンプ自動車 中型 日　野 Ｒ2 Ａ-2 1,500 6

救助工作車 中型 日　野 Ｈ25 6

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｒ6 7

高規格救急自動車 普通 トヨタ Ｒ2 7

指揮車 普通 ホンダ Ｈ11 8

資機材搬送車 普通 日　産 Ｈ30 3

査察広報車 普通 マツダ Ｈ12 4

消防ポンプ自動車（小型水槽付） 準中 日　野 Ｒ1 Ａ-2 1,000 5

消防ポンプ自動車 準中 日　野 Ｈ26 Ａ-2 6

高規格救急自動車 普通 日　産 Ｒ1 8

高規格救急自動車 普通 日　産 Ｒ7 8

指揮車 普通 日　産 Ｈ15 8

資機材搬送車 準中 いすゞ Ｒ7 6

広報車 普通 スバル Ｈ10 2

消防艇（19トン級） 木曽造船 Ｈ18 30

救急救助艇（4トン級） ヤマハ Ｈ29 10

■消防自動車等配置状況

車種別 
内 訳

 署所別

廿日市消防署 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 3 

西 分 署 4 1 1 2 

佐 伯 消 防 署 6 1 1 1 1 2 

大 野 消 防 署 8 1 1 1 1 1 2 1 

宮 島 消 防 署 7 2 1 1 2 1 

計 42 5 4 1 2 1 1 5 1 1 5 11 4 1 

区分 車 種（機 種） 免許 車 名
水槽
(Ｌ)

大
 
野
 
消
 
防
 
署　

 
8
台

宮
 
島
 
消
 
防
 
署　

7
台
・
2
艇

車
両
台
数
（
台
）

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

救
助
工
作
車

は
し
ご
付
消
防
自
動
車

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車

指
揮
車

指
揮
支
援
車

災
害
対
応
多
目
的
車

資
機
材
搬
送
車

高
規
格
救
急
自
動
車

査
察
広
報
車

広
報
車
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■消防職員数の推移

階級

実　員 消　防消　防消　防消　防消　防

年度別 司令長司　令司令補士　長副士長

昭和32年 3 3 1 1 1 

昭和33年 3 3 1 1 1 

昭和34年 13 11 1 1 1 8 町吏員兼職(8)

昭和35年 13 13 1 1 1 10 町吏員兼職(11)

昭和36年 13 13 1 1 2 9 町吏員兼職(11)

昭和37年 13 12 1 2 9 町吏員兼職(11)

昭和38年 17 11 1 1 1 8 町吏員兼職(11)

昭和39年 21 21 1 1 1 18 町吏員兼職(7)

昭和40年 21 20 1 1 1 4 13 町吏員兼職(7)

昭和41年 21 21 1 1 1 4 14 

昭和42年 21 21 1 1 1 4 14 

昭和43年 25 25 1 1 1 4 18 

昭和44年 27 25 1 1 4 19 

昭和45年 27 25 1 1 4 19 

昭和46年 27 25 1 1 4 19 1 

昭和47年 28 27 1 1 6 19 1 

昭和48年 35 27 1 1 7 18 1 

昭和49年 35 31 1 2 7 1 20 1 

昭和50年 35 34 1 2 6 1 24 1 

昭和51年 36 34 1 2 7 5 19 1 

昭和52年 36 35 2 1 7 5 20 1 

昭和53年 36 34 2 2 6 5 19 1 

昭和54年 36 35 2 3 5 9 16 1 

昭和55年 38 37 2 4 4 11 16 1 

昭和56年 38 38 1 2 4 5 9 17 

昭和57年 42 40 1 2 4 5 8 20 1 

昭和58年 46 45 1 3 4 5 9 23 1 

昭和59年 48 47 1 3 4 5 10 24 1 

昭和60年 48 47 1 3 4 5 10 24 1 

昭和61年 50 49 1 3 4 5 13 23 1 

昭和62年 52 52 1 3 5 7 11 25 

昭和63年 56 56 1 3 5 8 13 26 

平成元年 64 64 3 3 2 10 17 29 

平成 2年 70 70 1 2 3 3 10 17 34 

消防吏員

定　数
再任用
職　員

事　務
吏　員 備　考

消防監 消防士
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■消防職員数の推移

階級

実　員 消　防消　防消　防消　防消　防

年度別 司令長司　令司令補士　長副士長

平成 3年 75 75 1 2 4 2 11 16 39 

平成 4年 79 79 1 2 4 5 15 9 43 

平成 5年 85 85 1 2 4 5 15 9 49 

平成 6年 90 90 1 2 4 4 15 9 55 

平成 7年 95 95 1 3 3 4 18 11 55 

平成 8年 98 98 1 2 5 8 14 13 55 

平成 9年 100 100 1 6 7 14 18 54 

平成10年 103 103 1 1 5 10 15 19 52 

平成11年 105 105 1 1 5 10 22 20 46 

平成12年 106 105 1 1 5 11 32 12 43 

平成13年 107 107 2 5 9 40 12 39 

平成14年 108 108 1 1 3 9 48 7 39 

平成15年 109 109 1 2 3 9 50 5 39 

平成16年 110 110 1 2 5 14 43 13 32 他団体派遣1名含む

平成17年 110 110 1 2 5 15 43 14 30 他団体派遣1名含む

平成18年 179 179 1 4 13 29 78 24 30 1 他団体派遣1名含む

平成19年 179 179 1 4 14 28 78 27 27 1 他団体派遣1名含む

平成20年 179 177 1 2 13 24 78 28 31 1 他団体派遣1名含む

平成21年 179 177 1 2 12 26 78 29 29 2 他団体派遣1名含む

平成22年 179 177 1 2 11 28 80 24 31 2 他団体派遣1名含む

平成23年 179 177 1 2 12 26 82 25 29 2 1 他団体派遣1名含む

平成24年 179 177 1 2 13 26 82 22 31 4 2 他団体派遣1名含む

平成25年 179 179 1 1 12 33 76 17 39 3 2 他団体派遣1名含む

平成26年 179 179 1 1 12 32 75 19 39 1 1 ※他団体派遣1名

平成27年 179 179 1 1 12 30 70 16 49 2 1 ※他団体派遣1名

平成28年 179 179 1 1 12 31 70 16 48 3 1 ※他団体派遣1名

平成29年 179 178 1 1 9 30 68 13 56 9 1 ※他団体派遣1名

平成30年 179 177 1 1 10 30 67 13 55 11 1 ※他団体派遣1名

令和元年 179 177 1 1 10 31 69 10 55 13 1 ※他団体派遣1名

令和 2年 179 178 1 1 11 30 68 12 55 12 1 ※他団体派遣1名

令和 3年 179 177 1 2 11 29 68 13 53 12 1 ※他団体派遣1名

令和 4年 179 177 1 3 11 29 68 16 49 7 1 ※他団体派遣1名

令和 5年 179 177 1 3 11 31 72 18 41 6 1 ※他団体派遣2名

令和 6年 185 179 1 3 14 31 78 12 40 4 1 ※他団体派遣2名

令和 7年 185 179 1 7 9 33 77 9 41 4 1 ※他団体派遣2名

令和 8年 185 180 1 9 9 36 76 10 38 4 1 ※他団体派遣1名

※　実員は、定数外職員（育休・他団体派遣等）を除く。

消防吏員

定　数
再任用
職　員

事　務
吏　員 備　考

消防監 消防士
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■消防職員の年齢

階　級 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防 再任用 事　務

 年　齢 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 職　員 吏　員

55  歳  以  上 1 6 3 9 9 28 4 

50歳以上55歳未満 3 2 12 19 2 38 

45歳以上50歳未満 5 9 5 19 1 

40歳以上45歳未満 6 12 18 

35歳以上40歳未満 20 1 1 22 

30歳以上35歳未満 10 7 8 25 

25歳以上30歳未満 2 16 18 

20歳以上25歳未満 13 13 

20  歳  未  満 0 

人　　　　員 1 9 10 36 77 10 38 181 ― ー

平　　　　均 59.0 55.6 52.8 50.4 43.5 36.5 26.6 42.2 ― ー

※　平均は、県派遣職員、育児休業中職員、再任用職員、事務吏員を除く。

■消防職員の勤務年数

階　級 消　防 消　防 消　防 消　防 消　防 再任用 事　務

 年　数 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 職　員 吏　員

45　年　以　上 0 1 

40年以上45年未満 1 1 2 1 

35年以上40年未満 5 2 8 5 20 2 

30年以上35年未満 4 3 10 19 2 38 

25年以上30年未満 3 7 7 17 

 20年以上25年未満 1 7 5 13 

 15年以上20年未満 3 17 20 

 10年以上15年未満 21 6 2 29 

 5年以上 10年未満 3 2 15 20 

5年未満 1 21 22 1 

人　　　　員 1 9 10 36 77 10 38 181 ― ―

平　　　　均 1.0 34.7 30.9 29.0 21.5 15.3 4.3 20.0 ― ―

※　平均は、県派遣職員、育児休業中職員、再任用職員、事務吏員を除く。

消防監 消防士 計

消防監 消防士 計
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■消防職員の資格・免許・特殊技能取得状況

消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

8 2 4 1 1 

2 1 1 

114 6 9 30 57 4 5 3 

52 1 4 19 5 22 1 

8 1 2 1 3 1 

12 1 11 

78 6 7 17 22 6 20 

3 2 1 

4 1 2 1 

1 1 

66 4 6 17 24 7 8 

13 2 1 6 4 

72 4 6 18 33 7 4 

62 1 2 11 29 5 12 2 

112 5 7 25 53 6 16 

62 8 5 18 26 2 3 

31 4 3 9 12 2 1 

41 4 5 9 20 1 2 

6 2 1 1 2 

2 2 

階　級

区　分

大 型 特 殊

大 型 2 種

大 型 1 種

中 型 1 種

中 型 (8t 限 定 )

準 中 型

準中型(5t限定)

普 通

陸 上 無 線

海 上 無 線

アマチュア無線

甲 種

乙 種

丙 種

小 型 船 舶 操 縦 士

救 急 救 命 士

潜 水 士

予　防 防 火 査 察

技　術 消防用設備

資格者 危 険 物

衛 生 管 理 者

整備管理者(自動車)

(小型)移動式クレーン

運 転 資 格 者

玉 掛 け 技 能

講 習 修 了 者

酸素欠乏・硫化水素

危 険 作 業 主 任 者

特 定 化 学 物 質 等

作 業 主 任 者

計 消防監 消防士 再任用

無
線
技
師

危険物
取扱者

64 2 7 17 34 3 1 

71 3 6 20 37 3 2 

55 3 6 20 24 2 

10 1 2 3 2 2 

自
動
車
運
転
免
許
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■消防職員の公務災害発生状況（過去１０年間）

消防活動

1

1

■消防職員の教養・研修状況

消　防消　防消　防消　防消　防
司令長司　令司令補士　長副士長

1 1 2 
1 1 

1 1 
2 3 5 
3 3 

1 1 
1 1 

9 10 37 77 10 34 4 181 
1 4 1 6 

1 1 2 4 
1 8 4 13 

0 
1 1 2 

2 2 
2 4 1 7 
2 1 5 4 3 15 
1 1 4 4 1 11 

1 2 7 1 11 
3 2 8 13 

3 3 5 11 
5 3 11 6 4 29 
5 3 11 6 4 29 
4 7 19 27 3 60 

7 40 3 21 71 
8 9 34 59 6 4 4 124 

2 6 1 1 10 
1 1 9 1 12 

3 1 2 6 
1 5 5 11 

1 2 3 6 
1 2 1 4 

1 2 3 5 2 13 
1 7 9 2 2 21 

2 2 8 12 
1 2 11 25 1 2 42 

5 5 

負傷時の状況 治療期間
訓練 その他 1週間未満 1か月未満 1か月以上

平成28年度

平成29年度 3 1 4

平成30年度 1 1 2

令和元年度 1 2

令和 2年度 2 1 1

令和 3年度 1

令和 4年度 1 1

令和 5年度 1 1

令和 6年度 1 1

令和 7年度

階　　級
種　　別

警 防 科
救 助 科
救 急 科
予 防 科

幹部科
違 反 是 正
緊急消防援助隊教育科

初 任 教 育
警 防
無 線 通 信

特 殊 災 害 科
予 防
査 察
予 防 査 察
危 険 物
火 災 調 査
防 火 査 察
消 防 用 設 備 等

危 険 物 科
火 災 調 査 科

救 急 Ⅰ
救 急 Ⅱ
救急科(標準 )
救 急 科

救 助 科
初 級 幹 部 科
中 級 幹 部 科
水 難 救 助
上 級 救 助
団 担 当
救 命 士 再 教 育
気 管 挿 管 講 習
気管挿管（AWS認定）
現 場 指 揮 者

救 急 救 命 士 養 成 所
指 導 救 命 士

年度

消防監 消防士
再
任
用

計

専　

科

特
別

警
防

予　

 
防

予査
防察

救
 
急

幹
部

消
防
大
学
校

消　
　

防　
　

学　
　

校　

専　
　
　
　
　
　
　
　
　

科

特
 
 
 
別
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■消防職員の採用者・退職者の推移（過去１０年間）

※2

※1　再任用後の退職者は除く。

※2　採用者は令和8年度4月1日現在。

■一般会計に占める消防費の割合の推移（過去１０年間）
（単位：千円）

※令和８年度については、予算額を記載

年度 採用者 退職者　※1

平成29年度 13 4 

平成30年度 4 4 

令和元年度 2 4 

令和 2年度 4 2 

令和 3年度 2 2 

令和 4年度 2 4 

令和 5年度 7 5 

令和 6年度 4 6 

令和 7年度 6 5 

令和 8年度 5 ー 

区　分　 一般会計 消　防　費 Ｂ／Ａ
　年　度 決算額（Ａ） 決算額（Ｂ） (％)

平成29年度決算 52,642,935 2,023,751 3.8 

平成30年度決算 58,300,921 2,259,950 3.9 

令和元年度決算 54,932,709 2,476,562 4.5 

令和２年度決算 66,582,965 2,595,982 3.9 

令和３年度決算 58,304,154 2,357,873 4.0 

令和４年度決算 58,926,625 2,038,317 3.5 

令和５年度決算 60,194,600 2,229,820 3.7 

令和６年度決算 62,104,383 2,892,130 4.7 

令和７年度決算 65,023,627 2,263,826 3.5 

令和８年度予算※ 67,250,000 2,347,135 3.5 
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防 火 対 象 物 危 険 物 施 設 火 災 件 数

 
廿日市市消防本部管内 ３，２５７ 棟 ２７６ 施設 ３０ 件

 
吉 和 地 域 ８７ 棟 １０ 施設 ２ 件

　 

 

予　　防 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　 

　　　　　  

ストップ、ドロップ＆ロール 

 

※吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しています。



■防火対象物の査察状況 （令和7年度中）

特定 非特定 合計
重点査察
実施数

定期査察
実施数

合計

廿日市地域 413 1,519 1,932 171 288 459 

佐 伯 地 域 70 315 385 8 16 24 

大 野 地 域 188 564 752 86 247 333 

宮 島 地 域 106 82 188 54 127 181 

総 数 777 2,480 3,257 319 678 997 

特定実施数 非特定実施数 合計

8 6 14 

※　「重点査察」とは法令違反のある防火対象物に対して実施するもの。

  　「定期査察」とは用途や規模を考慮し火災発生時の被害がより大きいとみとめられる防火対象物に対して定期的に実施するもの。

　　 共に廿日市市の内規によるもの。

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総数に含まない。

※　吉和地域の査察は広島市の内規により実施する。

※　対象物数及び実施数ともに、単位は「棟」とする

防火対象物 査察状況

区分

吉和地域 29 58 87 
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■危険物施設の査察状況（令和７年度中）　　

　　※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総数に含まない。 

 

 

 

 

 

 

区 分

製造所 貯蔵所 取扱所 計

 
施 設 数 実 施 数 施 設 数 実 施 数 施 設 数 実 施 数 施 設 数 実 施 数

 
廿日市地域 1 1 96 95 44 40 141 136

 
佐 伯 地 域 2 2 30 29 14 14 46 45

 
大 野 地 域 1 1 51 51 21 21 73 73

 
宮 島 地 域 13 13 3 3 16 16

 
総　　　数 4 4 190 188 82 78 276 270

 
吉 和 地 域（※） 5 1 5 2 10 3

- 34
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■建築同意処理状況（令和７年度中）
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■消防申請処理状況（令和 7年度中） 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。 

 
処理状況 

 

 

区　　分

防火対象物
指　定　外 

(一般住宅を含む)
計

 

建

築

物

新 築 　34 18 52

 
増　　　　築 9 1 10

 
そ の 他 2 2

 
計 45 19 64

 
種別 

 

 

区　　分

防火対象物関係 危険物施設関係
保安三法・火薬類 

液石・高圧ガス
計

 
消 防 本 部 647 189 54 890

 
廿 日 市 署 1,605 19 1,624

 
西 分 署 536 5 541

 
佐 伯 署 488 13 501

 
大 野 署 698 13 711

 
宮 島 署 381 5 386

 
計 4,355 244 54 4,653

 
吉 和 地 域 71 8 79



■中高層建築物（3 階以上）の状況

- 36 - 

 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総数に含まない。 

 

 
階数 

 

区分

3F 4F 5F 6F 7F 8F 9F 10F 11F 12F 13F 14F 15F 計

 
 廿日市 

 地  域
347 151 89 23 17 10 4 20 6 9 2 3 5 686

 
佐  伯 

地　域
27 4 2 1 34

 
大  野 

地  域
95 39 9 3 1 2 4 7 1 1 1 163

 
宮  島 

地  域
50 21 6 77

 
総  数 519 215 106 27 18 12 8 27 6 10 3 4 5 960

 
吉  和 

 地  域
2 1 　3



■幼年少年消防クラブ活動状況（令和 7年度中）
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※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総計に含まない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■広報活動状況（令和 7 年度中） 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総計に含まない。

 

区 分

実 施 回 数

 廿日市 

地 域

佐　伯 

地　域

大　　野 

地　　域

宮　　島 

地　　域
総　計

吉　　和 

地　　域

 
こ ど も 防 火 教 育 24 3 6 33

 
防 火 動 画 視 聴 8 8

 
消 防 訓 練 22 3 12 2 39 3

 
消 防 車 見 学 25 3 7 1 36

 
消 防 出 初 式 1 1

 
少 年 消 防 ク ラ ブ 研 修 0 0

 

区 分

実 施 回 数

 
市

内

全

域

廿
日
市
地
域

佐

伯

地

域

大

野

地

域

宮

島

地

域

総

計

吉

和

地

域

 
火 災 予 防 広 報 （ 放 送 ） 10 10 6 5 31 　1

 
広 報 （ H P ､ 紙 等 掲 載 ） 38 7 45

 
消 防 訓 練 指 導 44 13 23 8 88 3

 
自 主 防 災 訓 練 指 導 5 6 2 1 14

 
消 防 施 設 見 学 25 4 3 1 33



15 10 5 30 2 

11 2 2 15 1 

1 1 

2 2 4 1 

1 1 

2 5 2 9 

19 3 2 24 3 

4 2 6 3 

1 1 

4 1 2 7 

10 10 

368 200 20 588 339 

3 3 

12 2 14 1 

24 5 29 2 

1 1 

2 2 4 1 

15,886 9,733 4,669 30,288 12,397 

15,733 8,212 4,669 28,614 12,082 

153 1,503 1,656 315 

18 18 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総数に含まない。

■火災発生状況（令和７年中）

総　数

建　物

林　野

車　両

船　舶

航空機

その他

総　数

全　焼

半　焼

部分焼

ぼ　や

建物焼損面積(㎡)

林野焼損面積(ａ)

り 災 世 帯

り災人員(人)

死　者

負傷者

総　数

建　物

林　野

車　両

船　舶

航空機

その他

区　分
廿日市
地　域

佐　伯
地　域

大　野
地　域

宮　島
地　域

総　数
吉　和
地　域

建
物
焼
損
棟
数

(

棟

)

(

人

)

死
傷
者

出
火
件
数
（
件
）

損
害
額

(

千
円

)
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年

平成 28 年 12 7 1 20 1

平成 29 年 13 7 3 1 24 1

平成 30 年 10 8 2 1 21

平成 元 年 9 8 3 1 21 1

平成 2 年 21 9 4 34

平成 3 年 11 9 3 23

令和 4 年 8 7 2 1 18

令和 5 年 15 5 8 1 29

令和 6 年 12 4 4 2 22 2

令和 7 年 15 10 5 30 2

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、総数に含まない。

■過去１０年の地域別火災件数

地域 廿日市
地　域

佐　伯
地　域

大　野
地　域

宮　島
地　域

総　数
吉　和
地　域
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 警　　防 

 

 

 
 

水槽付きポンプ車（旧佐伯１・新佐伯１) 

 

 

 

  

 
火 災 出 動 件 数 その他の出動件数

 
廿日市市消防本部管内 ３０件　　　　　　６７７件

 
吉 和 地 域 ２件 １１件

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しています。



20 40 100 40 60 100 40 60 100

～～㎥ ～～㎥ ～～㎥

39 59 以 59 99 以 59 99 以

㎥ ㎥ 上 ㎥ ㎥ 上 ㎥ ㎥ 上

9 145 0 9 2 3 11 2 2

0 111 1 15 1 0 1 0 0

0 36 0 4 0 0 0 1 2

1 93 0 8 0 1 0 0 0

0 12 12 0 0 0 0 0 0

10 397 13 36 3 4 12 3 4

■訓練実施状況（令和7年中）

訓 練 種 別 回 数 人 数 訓 練 実 施 時 間

規 律 訓 練 9 69 11  時間 30  分

梯 子 車 訓 練 15 70 14  時間 30  分

機 関 員 訓 練 428 1,504 612  時間  分

放 水 ・ ホ ー ス 延 長 訓 練 166 844 279  時間  分

機 械 器 具 取 扱 訓 練 287 1,304 308  時間 30  分

救 助 指 導 会 訓 練 170 990 387  時間 30  分

中 規 模 訓 練 7 60 13  時間  分

小 規 模 訓 練 63 594 90  時間 30  分

救 急 訓 練 185 976 229  時間  分

救 助 訓 練 186 938 294  時間 30  分

水 防 訓 練 8 80 21  時間 30  分

潜 水 訓 練 18 116 71  時間 30  分

そ の 他 防 ぎ ょ 訓 練 36 169 29  時間  分

計 1,578 7,714 2,362  時間 00  分

■水利施設状況　 単位：基

耐 震 性

60

～

99

㎥

2

185

10

139

0

43

0

103

3

27

15

497

消　

火　

栓

防 火 水 槽
井
 
戸公　設 私　設

公　

設

私　

設

公　

設

私　

設

廿 日 市
地 域

884 0 0 1 5 4 10 16 0 1,105

佐 伯
地 域

178 9 0 0 0 54 0 2 0 382

吉 和
地 域

6 0 0 0 0 8 0 1 0 58

大 野
地 域

593 0 0 0 0 0 3 2 0 701

宮 島
地 域

200 20 0 0 0 0 2 1 1 251

計 1,890 1 5 66 15 22 1 2,497

　　種　別

地域別

池

・

濠

河

川

海

水

プ

ー

ル

そ

の

他

計
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■火災出動状況（令和7年中）

種　別 

内 訳

 署所別

廿日市消防署 8 7 1 40 12 3 

西 分 署 5 3 2 76 24 7 

佐 伯 消 防 署 10 2 1 1 6 188 57 15 

大 野 消 防 署 6 2 1 1 2 109 33 7 

宮 島 消 防 署 1 1 8 3 

計 30 15 1 3 1 10 421 129 32 

吉 和 地 域 2 1 1 60 16 2 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。

■過去3年間の火災出動状況

種　別 

内 訳

 年  別

令和５年 29 15 2 1 11 

令和６年 22 15 1 2 4 

令和７年 30 15 1 3 1 10 

出
動
件
数

(

件

)

出
動
人
員

(

人

)

出
動
台
数

(
台

)

放
水
台
数

(

台

)
建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

出
動
件
数

(

件

)

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他
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■その他の出動状況（令和7年中）

種　別 

内 訳

 署所別

廿日市消防署 262 14 200 30 1 11 1 5 1,744 533 

西 分 署 122 101 1 15 3 2 758 244 

佐伯消防署 71 55 10 3 1 2 517 150 

大野消防署 186 146 2 28 5 5 1,299 387 

宮島消防署 36 20 4 6 1 1 4 228 80 

計 677 14 522 3 87 7 23 3 18 4,546 1,394 

吉 和 地 域 11 8 1 2 64 19 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。

■過去3年間のその他の出動状況

種　別 

内 訳

 署所別

令和５年 598 19 479 2 72 3 8 1 14 

令和６年 749 10 622 9 87 2 5 2 12 

令和７年 677 14 522 3 87 7 23 3 18 

出
動
件
数

(

件

)

出
動
人
員
（
人
）

出
動
台
数
（
台
）

ヘ

リ

支

援

救

急

支

援

風

水

害

等

警

戒

捜

索

誤

報

応

援

出

動

そ

の

他

出
動
件
数

(

件

)

ヘ

リ

支

援

救

急

支

援

風

水

害

等

警

戒

捜

索

誤

報

応

援

出

動

そ

の

他
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■（参考）過去3年間の船舶出動状況

1 36 

2 3 

51 

1 2 2 

39 1 3 

1 1 5 

内 訳

消防艇 37 

救急救助艇 5 

消防艇 51 

救急救助艇 5 

消防艇 43 

救急救助艇 7 

※　もみじ（消防艇）・ビーグル（救助艇）

火

災

（
航
送
含
む
）

救　
　
　

急

救

助

水

難

そ
の
他

令和５年

令和６年

令和７年

　　　 種　別

年　別　　 

船

種

別

（

航

送

含

む

）

出

動

件

数

(

件

)
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救急出場件数 搬 送 人 員 救助出動件数

 
廿日市市消防本部管内 ６，７８３ 件 ５，８８１ 人 ９８ 件

 
吉 和 地 域 ５３ 件 ４５ 人 ２ 件

 

 

 

 

救急・救助 

 

 

高規格救急自動車（旧宮島救急１・新宮島救急１） 

 

 

 

 

 

 

 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しています。



廿 日 市 2,561 38% 23 2 127 29 9 474 5 29 1,558 305 

消 防 署 2,287 39% 1 1 116 27 9 442 4 23 1,362 302 

2,059 30% 20 89 9 9 401 11 1,305 214 1 

1,717 29% 1 71 8 8 343 7 1,065 214 

佐 伯 611 9% 1 27 14 5 120 4 396 44 

消 防 署 555 9% 26 14 5 114 3 349 44 

　大 野 1,248 18% 1 71 11 7 247 5 11 838 57 

消 防 署 1,085 18% 58 11 5 218 2 8 726 57 

宮 島 303 4% 2 3 1 91 202 4 

消 防 署 236 4% 3 1 66 162 4 

消 防 1 0% 1 

本 部 1 0% 1 

6,783 46 0 3 317 64 30 1,333 10 55 4,300 624 1 0 0 

5,881 2 0 1 274 61 27 1,183 6 41 3,665 621 0 0 0 

53 1 4 7 14 1 21 3 2 

45 1 4 5 14 1 17 3 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。

※　端数処理（四捨五入）のため、割合の合計は100％にならない場合があります。

■救急業務実施状況（令和7年中） 出場件数　単位：件
搬送人員　単位：人

救 　　　　　　急 　　　　　　事 　　　　　　故 　　　　　　種 　　　　　　　別

そ の 他

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

区 分

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

件
・
人

割合

転

院

搬

送

医

師

搬

送

等

輸

送

資

機

材

そ

の

他

西 分 署

計

吉 和 地 域

　
　

　
-
 
4
4
 
-



　
　

　
　

　
-
3
5
-

単位：件

年　別
地域別

廿日市地域 3,376 3,226 3,300 3,373 3,131 3,172 3,589 3,972 3,970 4,138

佐伯地域 527 518 523 539 509 527 555 560 606 619

大野地域 1,211 1,329 1,372 1,371 1,191 1,305 1,468 1,564 1,589 1,716

宮島地域 239 236 245 241 131 153 168 277 311 305

管轄外 6 7 11 7 4 7 6 5 6 5

計 5,359 5,316 5,451 5,531 4,966 5,164 5,786 6,378 6,482 6,783

吉和地域 66 65 66 52 59 49 61 56 56 53

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。

 ■過去10年間の救急出場状況

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

-
 
4
5
 
-

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

廿日市地域 佐伯地域 大野地域 宮島地域 管轄外



■傷病程度別・搬送地区別状況（令和7年中） 単位：人

傷病程度

搬送地区別

廿 日 市 市 73 327 2,379 1,366 4,145 

大 竹 市 8 145 103 256 

佐 伯 区 11 208 292 511 

西 区 8 70 71 1 150 

中 区 24 297 219 540 

南 区 22 137 53 212 

そ の 他 の 区 2 16 7 25 

ドクターヘリ 1 1 

そ の 他 の 地 域 2 13 14 12 41 

計 73 404 3,266 2,125 13 5,881 

死亡 重症 中等症 軽症 その他 計

広

島

市
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5 7 

76 10 281 

1 68 7 8 269 

1 46 185 25 137 1,489 

1 15 854 9 461 3,835 

2 1 61 1,183 41 621 5,881 

3 2 1 73 

2 34 3 81 404 

34 559 22 482 3,266 

2 1 25 580 14 57 2,125 

7 13 

割合

1%

7%

56%

36%

0%

搬送人員

割合

※　端数処理（四捨五入）のため、割合の合計は100％にならない場合があります。

■事故種別・年齢区分別・傷病程度別搬送状況（令和7年中） 単位：人

事故種別  

 年齢区分別

 傷病程度別

新 生 児 2 

乳 幼 児 15 180 

少 年 33 19 133 

成 人 140 8 3 944 

高 齢 者 86 3 2,406 

計 0 274 27 6 3,665 

死 亡 2 65 

重 症 17 2 265 

中 等 症 108 11 2 2,048 

軽 症 146 14 4 1,282 

そ の 他 1 5 

■年齢区分別・傷病程度別搬送状況（令和7年中） 単位：人

計

搬送人員

死 亡 7 66 73 

重 症 1 2 6 86 309 404 

中 等 症 4 71 88 734 2,369 3,266 

軽 症 2 208 175 654 1,086 2,125 

そ の 他 8 5 13 

7 281 269 1,489 3,835 5,881 

0% 5% 5% 25% 65%

火　災
自　然　　
災　害

水　難 交　通
労　働　
災　害

運　動　
競　技

一　般　
負　傷

加　害
自　損　
行　為

急　病 その他 計

年

齢

区

分

傷

病

程

度

新 生 児 乳 幼 児 少 年 成 人 高 齢 者

計

　
　

　
　

-
 
4
7
 
-



月 7 27 7 4 177 2 7 643 98 972 

火 3 46 16 190 2 6 613 122 998 

水 1 60 9 3 175 2 9 602 101 962 

木 10 55 14 2 191 1 7 590 103 1 974 

金 4 40 12 3 178 2 9 588 114 950 

土 11 2 44 4 9 198 9 636 64 977 

日 10 1 45 2 9 224 1 8 628 22 950 

46 0 3 317 64 30 1,333 10 55 4,300 624 1 0 0 6,783 

1月 1 30 2 125 2 404 57 621 

2月 5 23 3 3 129 4 336 50 553 

3月 3 27 4 4 114 3 387 62 604 

4月 6 23 4 1 101 1 338 40 514 

5月 3 28 2 4 120 1 4 284 52 498 

6月 4 25 5 5 103 4 2 321 48 517 

7月 6 15 10 2 102 2 5 403 51 596 

8月 5 29 5 98 9 380 43 569 

9月 3 30 6 2 86 1 6 351 51 536 

10月 4 2 29 13 3 121 6 322 69 1 570 

11月 4 26 3 3 128 2 8 390 47 611 

12月 3 32 7 3 106 5 384 54 594 

■曜日別・月別救急出場状況（令和7年中） 単位：件

 　 事故種別

区　分

計

火 災
自 然
災 害

水 難 交 通
労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病
転 院
搬 送

医 師
搬 送

資機材
等輸送

その他 計

　
　

　
　

　
- 48 -

曜

日

別

月　
　
　
　

別



0～2 3 2 9 39 1 199 4 257 

2～4 2 3 34 4 197 2 242 

4～6 2 8 1 29 2 185 7 234 

6～8 4 28 1 79 1 2 304 4 423 

8～10 4 1 42 9 5 177 1 4 466 71 780 

10～12 8 37 14 5 162 2 4 490 165 887 

12～14 6 38 11 8 181 5 467 120 1 837 

14～16 5 43 7 3 163 1 6 431 93 752 

16～18 4 51 13 5 189 1 6 425 106 800 

18～20 3 35 5 3 140 4 438 34 662 

20～22 3 15 1 91 1 10 353 11 485 

22～24 2 8 3 49 3 7 345 7 424 

計 46 0 3 317 64 30 1,333 10 55 4,300 624 1 0 0 6,783 

■時間別救急出場状況（令和7年中） 単位：件

事故種別

区　　分

火 災
自 然
災 害

水 難 交 通
労 働
災 害

運 動
競 技

一 般
負 傷

加 害
自 損
行 為

急 病
転 院
搬 送

医 師
搬 送

資機材
等輸送

その他 計
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時　
　
　

間　
　
　

別　
　
　

内　
　
　

訳



３分以上 ５分以上 １０分以上 現 場 到 着 現 場 到 着 現 場 到 着

最短所要時間 最長所要時間 平均所要時間

 事故種別 ５分未満 １０分未満 ２０分未満 　（分） 　（分） 　（分）

16 79 2,656 1,506 43 4,300 0 39 9.0 

2 14 183 106 12 317 1 45 9.8 

8 22 826 458 19 1,333 1 54 9.2 

8 118 510 176 21 833 1 37 8.0 

34 233 4,175 2,246 95 6,783 平均 9.0 

単位：人

１０分以上 ２０分以上 ３０分以上 病 院 収 容 病 院 収 容 病 院 収 容

最短所要時間 最長所要時間 平均所要時間

事故種別 ２０分未満 ３０分未満 ６０分未満 　（分）　（時間：分） 　（分）

12 272 2,533 848 3,665 13 282 50.5 

18 156 100 274 21 156 56.5 

1 52 720 410 1,183 18 312 58.8 

27 165 493 74 759 12 160 40.6 

0 40 507 3,902 1,432 5,881 平均 51.2 
1

現場到着所要時間

急 病

交 通

一 般 負 傷

そ の 他
( 上 記 以 外 ）

計

■病院収容所要時間別搬送状況（令和7年中）

病院収容所要時間

急 病

交 通

一 般 負 傷

そ の 他
( 上 記 以 外 ）

計

■現場到着所要時間別出場状況（令和7年中） 単位：件

３分未満 ２０分以上 計

１０分未満 ６０分以上 計
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1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 受講者数

1 1 36 

1 4 1 1 3 2 3 2 3 20 278 

1 1 2 10 5 1 1 1 1 23 548 

0 0 

1 2 1 1 1 1 7 102 

2 4 2 1 9 265 

0 0 

1 1 1 3 1 1 1 9 134 

1 2 2 1 1 7 141 

0 0 

1 2 3 49 

1 4 2 3 5 2 1 2 2 22 621 

0 0 

2 1 1 1 5 66 

1 2 1 4 45 

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 36 

3 7 1 1 0 7 8 4 5 0 2 6 44 629 

0 3 1 5 8 19 14 3 4 3 2 3 65 1,620 

0 0 

1 1 24 

1 1 6 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。

応急手当普及啓発実施要領（平成24年4月1日）
○ 　上級救命講習：普通救命講習に加えて、傷病者の管理法、副子固定法、熱傷の手当、搬送法を習得する講習（８時間）
○ 　普通救命講習 普通救命講習（Ⅰ）：心肺蘇生法・AEDの使用方法を主体とした、市民が受講する一般的な講習（３時間）

普通救命講習（Ⅱ）：業務の内容、活動領域から、一定の頻度で心停止の対応をすることが期待される者に対する講習（４時間）
普通救命講習（Ⅲ）：小児・乳児・新生児に対する応急手当を中心とした講習（３時間）

○ 　その他の講習 救命入門コース：胸骨圧迫とAEDの使用法を中心とした応急手当の導入講習（１時間３０分）
その他講習：心肺蘇生法、止血法等基礎的な応急救護（１時間３０分～３時間未満）

 ■応急手当普及啓発実施状況（令和7年中） 回数　単位：回
受講者数　単位：人

区 分 講　習　種　別

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

上級救命講習

普通救命講習

その他の講習

廿 日 市
消 防 署

西 分 署

佐 伯
消 防 署

大 野
消 防 署

宮 島
消 防 署

計

吉 和 地 域
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空ページ
■救助出動状況（令和７年中）

種　別 

内 訳

 地域別

廿 日 市 地 域 41 7 2 2 1 29 440 118 31 

佐 伯 地 域 12 6 2 4 133 39 21 

大 野 地 域 14 6 1 7 178 55 8 

宮 島 地 域 31 31 198 69 20 

計 98 19 3 2 2 1 71 949 281 80 

吉 和 地 域 2 1 1 48 3 

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、計に含まない。
※　広島市への応援は、計に含まない。

■過去3年間の救助出動状況

種　別 

内 訳

　年　別

令和５年 109 20 5 4 1 79 

令和７年 114 22 2 1 1 88 

令和８年 98 19 3 2 2 1 71 

※　広島市への応援含む

出
動
件
数
（
件
）

出
動
人
員
（
人
）

出
動
台
数
（
台
）

救
助
人
員
（
人
）

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故
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害
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械
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酸

欠

事

故

破

裂

事

故
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の

他

発
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数
（
件
）
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通
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故
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故
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通信指令 

 

 

高機能消防指令センター 

 

 １１９番受信件数　　　　　　　９，０３０件 

（内　訳） 

 
固 定 電 話 　　　　　　１，７８３件

 
Ｉ Ｐ 電 話 　　　　　　１，８１３件

 
携 帯 電 話 　　　　　　５，４３４件

※　吉和地域の常備消防業務は、広島市消防局に委託しているため、件数に含まない。



■119電話受信状況（令和  7 年中） （単位：件）

区　分

月　別

固定 0 95 2 16 6 6 0 8 51 184
ＩＰ 0 102 0 10 2 0 0 3 19 136
携帯 0 278 2 39 23 2 1 46 60 451
固定 0 65 3 13 7 9 0 9 35 141
ＩＰ 1 103 0 14 0 0 0 6 15 139
携帯 3 264 7 37 20 1 0 25 56 413
固定 0 54 1 23 3 1 0 7 60 149
ＩＰ 0 127 1 10 3 2 0 4 33 180
携帯 2 280 5 37 28 1 0 26 72 451
固定 0 68 1 8 5 8 2 9 44 145
ＩＰ 0 80 0 7 2 1 2 3 13 108
携帯 5 273 3 22 13 2 2 31 81 432
固定 0 65 1 6 6 1 0 4 45 128
ＩＰ 0 87 0 8 3 0 0 11 28 137
携帯 0 257 7 19 11 3 1 41 90 429
固定 0 78 3 8 8 2 0 2 65 166
ＩＰ 0 102 0 3 3 0 1 8 34 151
携帯 1 243 6 27 16 1 0 19 64 377
固定 0 62 1 8 3 3 1 12 45 135
ＩＰ 1 124 1 4 4 0 0 8 14 156
携帯 5 317 5 21 38 2 0 40 69 497
固定 0 63 1 10 10 9 1 7 50 151
ＩＰ 1 97 1 3 4 1 2 9 16 134
携帯 1 312 7 26 12 4 2 41 96 501
固定 0 81 0 9 4 1 0 4 43 142
ＩＰ 0 88 1 11 0 0 2 6 16 124
携帯 1 273 5 29 18 1 1 35 93 456
固定 0 61 0 9 3 8 3 5 43 132
ＩＰ 0 118 1 9 1 0 1 10 34 174
携帯 0 258 9 37 17 3 0 33 69 426
固定 1 60 3 11 6 1 0 4 67 153
ＩＰ 0 122 0 3 0 3 3 6 36 173
携帯 2 319 3 36 28 1 1 33 110 533
固定 0 59 0 11 5 8 0 8 66 157
ＩＰ 1 127 0 13 4 0 6 8 42 201
携帯 0 294 3 43 16 2 1 32 77 468
固定 1 811 16 132 66 57 7 79 614 1,783
ＩＰ 4 1,277 5 95 26 7 17 82 300 1,813
携帯 20 3,368 62 373 240 23 9 402 937 5,434

火災 救急 救助 他災害 重複 誤報 いたずら 問い合せ 他非出動 小計 総計

１月 771

２月 693

３月 780

４月 685

５月 694

６月 694

７月 788

８月 786

９月 722

１０月 732

１１月 859

１２月 826

総計 9,030
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気象情報発表状況　 令和７年中　（単位：回）

風　雪 2 2 1 1 6

強　風 3 4 4 3 2 1 2 5 24

波　浪 3 4 4 3 2 1 2 5 24

高　潮 1 5 9 3 3 4 4 29

大　雨 2 4 2 5 5 18

洪　水 1 3 3 7

大　雪 2 4 2 1 9

雷 4 3 4 4 10 7 21 17 9 7 5 7 98

乾　燥 4 3 6 10 10 4 2 1 2 4 5 6 57

濃　霧 1 2 2 1 1 1 8

霜 8 2 10

なだれ 4 4 1 9

低　温 3 2 5

着　雪 2 4 2 8

津　波

暴　風

暴風雪

波　浪

高　潮

大　雨 1 2 2 5

洪　水

大　雪

津　波

27 31 34 25 27 21 35 31 27 15 18 26 317

天候（９時観測） 風向（％）

月　別

種　別

火災警報

合　　計

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

天候・風向の状況

注　
　
　
　

意　
　
　
　

報

警　
　
　

報

晴れ

58%

曇り

30%

雨

11%

雪

1%
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15 

北
北北東

北東

東北東

東

東南東

南東

南南東
南

南南西

南西

西南西

西

西北西

北西

北北西
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月別気象状況

最 　 高 13.4 13.8 24.8 26.7 29.3 32.7 35.7 35.6 33.6 30.5 21.7 18.4 

最 　 低 -3.7 -4.8 0.9 3.9 9.6 13.9 21.2 23.1 17.1 8.2 3.6 -0.5 
16.6 ℃

平　  均 5.0 3.4 9.9 14.3 18.5 23.4 28.6 28.4 26.1 20.4 12.7 7.9 

最　  高 97.7 98.3 99.9 99.9 99.9 99.9 99.4 99.9 97.5 97.5 96.6 96.3 

最 　 低 29.7 26.3 14.1 14.4 14.9 17.4 40.2 36.3 36.6 32.4 29.4 33.6 
73.0 ％

平 　 均 66.8 70.2 69.0 69.7 72.2 84.0 77.8 83.8 77.1 70.1 66.4 68.6 

実効湿度平均 67.3 68.9 70.1 68.9 72.3 82.1 78.3 82.6 74.8 70.7 66.2 68.5 
72.6 ％

風
速

瞬間最大 18.7 18.5 17.2 19.1 22.1 14.1 13.4 13.9 12.1 13.1 17.4 15.8 

m/s 平 　 均 2.2 2.3 2.5 2.2 2.3 2.0 2.4 2.5 2.0 2.1 2.0 1.9 
2.2 m/s

降雨観測日数 3.0 6.0 13.0 13.0 13.0 15.0 4.0 8.0 13.0 9.0 3.0 8.0 108 日

令和7年

月　別 

 種　別

年間平均気温

年間平均湿度

年間平均実効湿度

年間平均風速

年間累計雨量

年間降雨観測日数

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 備　　　考

気　

温　

℃

湿　

度　

％

-
 
5
5
 
-

雨　

量　

㎜

最大雨量（日） 7.5 39.0 30.0 25.5 50.0 38.0 37.0 114.5 106.5 29.0 31.5 13.5 

1367.0 ㎜

月累計 9.0 49.0 113.0 76.0 196.5 176.5 64.0 249.0 277.0 89.5 36.5 31.0 



■多言語サービス利用実績（令和７年中）
（単位：回）

言語

月別

　１月 0

　２月 0

　３月 1 1

　４月 0

　５月 0

　６月 0

　７月 1 1 2

　８月 0

　９月 0

１０月 3 3

１１月 1 1

１２月 0

計 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

＊１事案に、複数回 多言語サービスを利用した場合、１回でカウントした。

　 ただし、複数言語を利用した場合は、言語ごとにカウントしている。

【備考】

英
　
　
　
語

中
　
国
　
語

韓
　
国
　
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ス
ペ
イ
ン
語

タ
　
イ
　
語

ベ
ト
ナ
ム
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

タ
ガ
ロ
グ
語

ネ
パ
ー
ル
語

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

イ
タ
リ
ア
語

ロ
シ
ア
語

マ
レ
ー
語

ミ
ャ
ン
マ
ー
語

ク
メ
ー
ル
語

モ
ン
ゴ
ル
語

シ
ン
ハ
ラ
語

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

ベ
ン
ガ
ル
語

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

計
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 消  防  団 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　廿日市市消防団合同訓練 

　　 

 

　

 消 防 団 本 部 数 １本部

 分 団 本 部 数 ５分団本部

 分 団 数　　　　　　　　　　　　　　　２４分団

 団 員 数　　　　　　　　　　　　　　５２８人

 車 両 台 数　　　　　　　　　　　　　　　５３台

（がれき除去）

（ホース延長）

（土砂救助）



     ■消防団の組織図

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 ３ 部

第 ２ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

第 ６ 分 団

第 ７ 分 団

第 ８ 分 団

第 ９ 分 団

副 団 長

副 団 長

団 長市 長

廿日市分団本部

消 防 団 本 部

佐伯分団本部

第 １ １ 分 団

第 １ ０ 分 団

副 団 長

吉和分団本部

大野分団本部

第 １ 部第 1 ５ 分 団

第 １ 部第 1 ６ 分 団

第 １ 部第 ２ １ 分 団

第 ２ 部

第 ２ ４ 分 団

宮島分団本部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

第 １ 部

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

第 ２ 部２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

３　　　班

１　　　班

２　　　班

第 ２ ３ 分 団

第 ２ ２ 分 団

第 ２ ０ 分 団

第 １ ９ 分 団

第 １ ８ 分 団

第 １ ７ 分 団

第 １ ４ 分 団

第 １ ３ 分 団

第 １ ２ 分 団

統 轄 分 団 長

県 指 導 員

統 轄 分 団 長

県 指 導 員

統 轄 分 団 長

県 指 導 員

統 轄 分 団 長

県 指 導 員

統 轄 分 団 長

県 指 導 員

副 団 長

副 団 長

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

１　　　班

２　　　班

第 ２ 部

第 ３ 部

第 ２ 部

第 １ 部

学 生 消 防 隊

女 性 消 防 隊

消 防 協 力 隊
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■歴代消防団長 

 

■消防団員の年額報酬 
 

※団員のうち機能別団員は 14,000 円 

 

 

■消防団員の出動報酬 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分 災害の場合 警戒、訓練等の場合

 
 

金額(円)／日 8,000 3,500

 
摘　　要

ただし、1 日当たりの職務に従事する時間

が 4時間以下の場合は、4,000 円とする。

ただし、廿日市市域外において職務に従事

する場合は 7,000 円とする。

 
氏　　名 就任年月日 退職年月日 備　　　　考

 
初 勝 谷 弁 二 昭和32年 2月10日 昭和32年 6月 1日

 
2 有 田 武 男 昭和32年 6月 1日 昭和34年 4月15日

 
3 明 石 康 造 昭和34年 5月17日 昭和43年 5月25日

 
4 谷 峰 　 徹 昭和43年 6月15日 昭和49年 8月31日

 
5 野 田 洋 一 郎 昭和49年 9月 1日 平成 9年  8 月  3 日

 
6 谷 峰 正 宣 平成 9年10月 1日 平成16年 3月31日

 
7 佐 神 英 司 平成16年 4月 1日 平成1 7年 3月31日 　

 
8 倉 田 征 士 平成17年 4月 1日 平成19年 3月31日

 
9 梶 本 正 五 平成19年 4月 1日 平成24年 3月31日

 
10 伊 藤 　 博 平成24年 4月 1日 平成 3 1 年 3 月 3 1 日

 
11 山 松 和 男 平成31年 4月 1日 令 和 3 年 3 月 3 1 日

 
12 岡 村 　 豊 令和 3 年 4 月 1 日 令 和 6 年 3 月 3 1 日

 
13 龍 野 　 隆 令和 6 年 4 月 1 日 現 在 に 至 る

 
階 級 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

 
年額（円） 103,500 75,000 50,500 45,500 39,000 37,000 36,500 
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■消防団員の定員と所属別団員数 

 

※女性消防隊の分団所属団員を兼務している人は、団本部人数には計上しない。

 
　   階級・種別 

　 

　 
 
 
 
所　　属

　

計

　

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

 

 定 員 732
 実 員 528 1 5 34 24 38 81 345
 

団
本
部

本部員 16 1 5 10
 消防協力隊 32 32

 学生消防隊 7 7

 女性消防隊 3(※13) 3(※13)
 計 58 1 5 10 42
 

廿
日
市
分
団

第 1 分 団 58 1 1 2 5 49
 第 ２ 分 団 43 1 1 3 6 32
 第 ３ 分 団 40 1 1 2 5 31
 第 ４ 分 団 25 1 1 1 2 20
 計 166 4 4 8 18 132
 

佐
伯
分
団

第 ５ 分 団 12 1 1 1 4 5
 第 ６ 分 団 15 1 1 2 4 7
 第 ７ 分 団 21 1 1 2 5 12
 第 ８ 分 団 13 1 1 2 3 6
 第 ９ 分 団 8 1 1 2 3 1
 計 69 5 5 9 19 31
 

吉
和
分
団

第 1 0 分 団 18 1 1 2 2 12
 第 1 1 分 団 17 1 1 2 2 11
 計 35 2 2 4 4 23
 

大 

野 

分 

団

第 1 2 分 団 12 1 1 1 2 7
 第 1 3 分 団 17 1 1 1 3 11
 第 1 4 分 団 19 1 1 1 3 13
 第 1 5 分 団 17 1 1 1 2 12
 第 1 6 分 団 11 1 1 1 2 6
 第 1 7 分 団 13 1 1 1 3 7
 第 1 8 分 団 13 1 1 1 3 7
 第 1 9 分 団 9 1 1 1 3 3
 第 2 0 分 団 13 1 1 1 3 7
 第 2 1 分 団 12 1 1 1 2 7
 計 136 10 10 10 26 80
 宮 

島 

分 

団

第 2 2 分 団 25 1 1 3 6 14
 第 2 3 分 団 26 1 1 2 4 18
 第 2 4 分 団 13 1 1 2 4 5
 計 64 3 3 7 14 37

（人）



■消防団員の勤務年数
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■消防団員の年齢 

 
階　級 

 

勤務年数

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団  員 計

 
 5 年 未 満 4 95 99

 
 5 年以上 10 年未満 1 7 72 80

 
10 年以上 15 年未満 1 1 3 16 53 74

 
15 年以上 20 年未満 3 1 9 15 31 59

 
20 年以上 25 年未満 1 3 7 23 36 70

 
25 年以上 30 年未満 1 6 12 6 7 18 50

 
30 年以上 35 年未満 12 2 8 7 12 41

 
3 5 　 年 　 以 　 上 1 4 11 5 4 2 28 55

 
人　　　員 1 5 34 24 38 81 345 528

 
平 均 年 数 41.0 37.8 31.1 28.0 24.3 18.8 13.6 17.2

 
階　級 

 

年　齢

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 計

 
20　 歳　 未　 満 9 9

 
20 歳以上 25 歳未満 16 16

 
25 歳以上 30 歳未満 1 17 18

 
30 歳以上 35 歳未満 1 1 24 26

 
35 歳以上 40 歳未満 2 6 33 41

 
40 歳以上 45 歳未満 1 4 14 51 70

 
45 歳以上 50 歳未満 3 5 11 51 70

 
50 歳以上 55 歳未満 1 4 13 29 61 108

 
55 歳以上 60 歳未満 12 8 7 12 31 70

 
60 歳以上 65 歳未満 2 18 5 3 4 15 47

 
6 5 　 歳 　 以 　 上 1 3 3 3 3 3 37 53

 
人　　　員 1 5 34 24 38 81 345 528

 
平 均 年 齢 69.0 63.8 60.1 56.6 52.0 50.0 46.5 48.9

（人）

（人）



■ 火災出動状況（令和 7年中）
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■その他の出動状況（令和7年中） 
 

 
 

種　別 

 

 

 

 

分　団　別

火 災 出 動 （件）

出 

動 

人 

員 

（人）

出 

動 

台 

数 

（台）

放 

水 

台 

数 

（台）

 

出

動

件

数

内 訳

 

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

 
廿日市分団 3 2 1 13 3

 
佐伯分団 2 2 59 11 1

 
吉和分団 2 1 1 40 15 7

 
大野分団 1 1 45 9 2

 
宮島分団

 
計 8 4 2 1 1 157 38 10

 
 

種　別 

 

 

 

 

分　団　別

そ の 他 の 出 動 （件）
出 

動 

人 

員 

（人）

出 

動 

台 

数 

（台）

 

出

動

件

数

内 訳

 
風

水

害

等

捜
　

　

索

誤

報

誤

認

応

援

出

動

そ

の

他

 
廿日市分団 1 1 1

 
佐伯分団

 
吉和分団

 
大野分団

 
宮島分団 2 2 36 8

 
計 3 2 1 37 8



■消防団車庫の現況【待機所を備えた車庫 41 施設・車庫 1 施設・手引きポンプ格納庫４施設】
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廿日市分団【待機所を備えた車庫１７施設】

 
車 庫 

の 名 称
所在地 構造 敷地面積

建築 

面積

延べ 

面積
備考

 第１分団第１部 

１・２班(大東)
桜尾本町 2-26

鉄骨造 

２階建
452.00 ㎡ 79.12 ㎡ 79.12 ㎡

Ｓ56. 2 建築 

市有地

 第１分団第１部 

３班(佐方)
佐方 1029-1

鉄骨造 

２階建
258.39 ㎡ 29.61 ㎡ 51.70 ㎡

Ｈ10. 3 建築 

市有地

 第１分団第２部 

１・２班(榎之窪)
下平良 1-8-14

鉄骨造 

平屋建

下平良一丁目集会

所地内
50.00 ㎡ 50.00 ㎡

Ｈ元. 3 建築 

市有地

 第２分団第１部 

１班(森宗)
原下が原 608-1

鉄骨造 

平屋建
274.90 ㎡ 52.65 ㎡ 52.65 ㎡

Ｈ 5. 3 建築 

借　地

 第２分団第１部 

２班(川末)
原川末 1658

鉄骨造 

平屋建
川末集会所地内 50.30 ㎡ 50.30 ㎡

Ｈ 2. 3 建築 

市有地

 第２分団第２部 

１班(長野)
原長野 164-1

鉄骨造 

平屋建
144.86 ㎡ 43.47 ㎡ 43.47 ㎡

Ｓ62. 3 建築 

借　地

 第２分団第２部 

２班(後畑)
原西後畑 2378-2

木　造 

平屋建
後畑集会所地内 50.62 ㎡ 50.62 ㎡

Ｈ 9. 3 建築 

市有地

 第２分団第３部 

１班(速谷)
上平良 1029-2

鉄骨造 

平屋建
上平良集会所地内 43.50 ㎡ 43.50 ㎡

Ｓ63. 7 建築 

市有地

 第２分団第３部 

２班(郡塚)
上平良 1342-6

鉄骨造 

２階建
66.00 ㎡ 28.47 ㎡ 53.85 ㎡

Ｈ 3. 3 建築 

市有地

 第３分団第１部 

１班(砂原)
宮内 1554-2

鉄骨造 

２階建

宮内市民センター

地内
29.31 ㎡ 54.69 ㎡

Ｈ 4. 3 建築 

市有地

 第３分団第１部 

２班(畑口)
宮内 2246-3

鉄骨造 

平屋建
571.12 ㎡ 54.00 ㎡ 54.00 ㎡

Ｈ 2. 6 建築 

借　地

 第３分団第１部 

３班(明石)
宮内 2856

鉄骨造 

２階建
明石集会所地内 26.84 ㎡ 49.22 ㎡

Ｈ元. 4 建築 

市有地

 第３分団第２部 

１班(宮園)
宮園 3-1-4

鉄骨造 

２階建
152.10 ㎡ 29.31 ㎡ 54.69 ㎡

Ｈ 4.11 建築 

市有地

 第３分団第２部 

２班(四季が丘)
四季が丘 5-13-1

鉄骨造 

２階建
215.62 ㎡ 31.62 ㎡ 55.86 ㎡

Ｈ 7.11 建築 

市有地

 第４分団第１部 

１班(地御前)
地御前 3-801-3

鉄骨造 

２階建
防火水槽地内 26.84 ㎡ 47.08 ㎡

Ｓ63. 3 建築 

市有地

 第４分団第１部 

２班(阿品)
阿品 2-2437-8

鉄骨造 

２階建
71.61 ㎡ 29.61 ㎡ 51.70 ㎡

Ｈ15. 2 建築 

市有地

 第４分団第１部 

３班(阿品台)
阿品台北 3113-1

鉄骨造 

平屋建
408.00 ㎡ 54.00 ㎡ 54.00 ㎡

Ｓ58.11 建築 

市有地
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佐伯分団【待機所を備えた車庫６施設】 

 

 

吉和分団【待機所を備えた車庫３施設・車庫１施設】 

 
車 庫 

の 名 称
所在地 構造 敷地面積

建築 

面積

延べ 

面積
備考

 第５分団 

（玖島）
玖島 4348-1

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
115.00 ㎡ 41.16 ㎡ 81.15 ㎡

Ｈ 5. 3 建築 

市有地

 第６分団 

（友和）
友田 407-1

鉄骨造 

２階建

友和市民センター

地内
48.00 ㎡ 96.00 ㎡

Ｓ61. 3 建築 

市有地

 第７分団 
第１部・第２部 
（津田）

津田 1989
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

２階建
佐伯支所地内 121.67㎡ 197.60 ㎡

Ｓ58. 7 建築 

市有地

 第８分団 

（浅原）
浅原 2657-4

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
241.02 ㎡ 39.69 ㎡ 79.38 ㎡

Ｈ 4. 3 建築 

市有地

 第９分団 

第１部（栗栖）
栗栖 439-2

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
61.88 ㎡ 29.16 ㎡ 58.32 ㎡

Ｈ 3. 3 建築 

市有地

 第９分団 

第２部（所山）
虫所山 102-1

木造ﾓﾙﾀﾙ 

平屋建
271.39 ㎡ 31.59 ㎡ 31.59 ㎡

Ｓ57. 3 建築 

市有地

 
車 庫 

の 名 称
所在地 構造 敷地面積

建築 

面積

延べ 

面積
備考

 第１０分団 

第１部（市垣内）
吉和 3425-1

鉄骨ｽﾚｰﾄ 

平屋建
旧吉和支所地内 59.00 ㎡ 59.00 ㎡

Ｈ 2. 5 建築 

市有地

 
第１０分団 

第 2 部（中津谷）
吉和 738-11

鉄骨ｽﾚｰﾄ 

２階建
吉和第二集会所地内 58.10 ㎡ 97.11 ㎡

Ｈ18．3 建築 

市有地

 
第１1 分団 
第 1 部（市垣内）

吉和 3425-1
鉄骨ｽﾚｰﾄ 

２階建
旧吉和支所地内 58.10 ㎡ 97.11 ㎡

Ｈ22．1 建築 

市有地

 
第１1 分団 
第 2 部（石原）

吉和 2405-1
鉄骨ｽﾚｰﾄ 

２階建
476.34 ㎡ 58.10 ㎡ 97.11 ㎡

Ｈ20．3 建築 

市有地
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大野分団【待機所を備えた車庫１２施設】 

 

宮島分団【待機所を備えた車庫３施設】

 
車 庫 

の 名 称
所在地 構造 敷地面積

建築 

面積

延べ 

面積
備考

 第１２分団第１部 

（宮島口）
宮島口 3-2328-1

木造 

２階建
160.13 ㎡ 44.71 ㎡ 89.42 ㎡

Ｒ7. 1 建築 

市有地

 第１３分団 

第１部１班（深江）
深江 3-3-7

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
170.63 ㎡ 34.02 ㎡ 68.04 ㎡

Ｓ60. 9 建築 

市有地

 
第１３分団 
第１部２班（更地）

大野 1912-3
コンクリート 

ブロック造

新幹線高架下 

129.48 ㎡
69.62 ㎡ 69.62 ㎡

Ｓ56. 3 建築 

借地

 第１３分団 

第１部３班（中山）
大野 212-6

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
338.08 ㎡ 34.02 ㎡ 68.04 ㎡

Ｓ57. 3 建築 

市有地

 第１４分団第１部 

（別府）
大野 831-1

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
115.08 ㎡ 34.02 ㎡ 68.04 ㎡

Ｓ56.11 建築 

市有地

 第１５分団第１部 

（土井)
大野 1503-4

コンクリート 

ブロック造

新幹線高架下 

119.29 ㎡
66.82 ㎡ 66.82 ㎡

Ｓ52.12 建築 

借地

 第１６分団第１部 

（滝の下）
大野 4443-5

コンクリート 

ブロック造

新幹線高架下 

130.01 ㎡
66.58 ㎡ 66.58 ㎡

Ｓ52. 3 建築 

借地

 第１７分団第１部 

（物見）
物見西 3-1-39

鉄骨造 

２階建
252.94 ㎡ 45.36 ㎡ 90.72 ㎡

Ｈ14. 2 建築 

市有地

 第１８分団第１部 

（原）
大野原 2-12-18

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
251.13 ㎡ 34.02 ㎡ 68.04 ㎡

Ｓ53. 1 建築 

市有地

 第１９分団第１部 

（塩屋）
塩屋 2-2-33

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
90.00 ㎡ 34.11 ㎡ 68.22 ㎡

Ｓ48.12 建築 

市有地

 第２０分団第１部 

（丸石）
丸石 1-1-5

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
258.99 ㎡ 34.02 ㎡ 68.04 ㎡

Ｓ60. 3 建築 

市有地

 第２１分団第１部 

（鳴川）
大野 1664-9

木造ﾓﾙﾀﾙ 

２階建
243.946 ㎡ 34.02 ㎡ 68.04 ㎡

Ｓ53.12 建築 

市有地

 
車 庫 

の 名 称
所在地 構造 敷地面積

建築 

面積

延べ 

面積
備考

 
第２２分団 

（東）
宮島町 600

鉄 筋 コ ン ク

リート

446.26 ㎡ 

（旧宮島市民セン

ター併設）

277.29 ㎡ 277.29 ㎡
Ｓ49. 6 建築 

市有地

 第２３分団 

（西）
宮島町 141

鉄 筋 コ ン ク

リート

旧中西市営住宅 

併設
163.62 ㎡ 163.62 ㎡

Ｓ48. 6 建築 

市有地

 第２４分団 

（杉之浦）
宮島町 990-2

鉄 筋 コ ン ク

リート
407.86 ㎡ 87.00 ㎡ 87.00 ㎡

Ｈ 7. 9 建築 

市有地
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大野分団【手引きポンプ格納庫 4 施設】 

 

 

 

 

 
機　　　　　庫 

の 名 称
所在地 構造 敷地面積

建築 

面積

延べ 

面積
備考

 第１４分団第１部 

１班格納庫（早時）
大野 3262-2

鉄筋コンクリ

ート一部鉄骨
早時集会所敷地内 29.49 ㎡ 29.49 ㎡

Ｈ元. 3 建築 

市有地

 第１７分団第１部 

２班格納庫（浜）
上の浜 1-11 木造 7.06 ㎡ 7.06 ㎡

Ｓ56. 7 建築 

市有地

 第１８分団第 1 部 

1 班格納庫（梅原）
 梅原 2-8-16

鉄 筋 コ ン ク

リート
83.19 ㎡ 26.00 ㎡ 26.00 ㎡

Ｈ 8. 3 建築 

市有地

 第１９分団第１部 

１班格納庫（沖塩屋）
 沖塩屋 1-8-14 木造 108.30 ㎡ 12.42 ㎡ 12.42 ㎡

Ｓ46. 3 建築 

市有地



■消防団車両・ポンプ配置状況【ポンプ車５台・積載車４５台・その他車両３台・手引きポンプ５台】
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団本部【防災広報車１台・手引きポンプ１台】 

 

廿日市分団【ポンプ車１台・積載車１６台】

 
種　別 

所属別
車種（機種） 車名

整備 

年度

ポンプ 乗車 

定員  製作所 級別

 
団 本 部

消防団防災学習災害活動車 ト ヨ タ H 2 7  6

 小型動力ポンプ(台車) H 2 7 シバウラ D-1

 
種　別 

所属別
車種（機種） 車名

整備 

年度

ポンプ 乗車 

定員  製作所 級別

 

第 1 分団

第 1 部 １ ・ ２ 班
消防団多機能型車両 いすゞ H 2 5  6

 小型動力ポンプ H 2 5 トーハツ B-2

 
第 1 部 ３ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 5 10

 小型動力ポンプ H 3 0 トーハツ B-2

 第 ２ 部 １ ・ ２ 班 消防ポンプ自動車 トヨタ H 1 5 キンパイ商事広島 A-2  8

 

第２分団

第 1 部 １ 班
小型動力ポンプ積載車 トヨタ R  4 10

 小型動力ポンプ R 4 トーハツ B-2

 
第 1 部 ２ 班

小型動力ポンプ積載車 日 産 R 2 10

 小型動力ポンプ R 2 シバウラ B-2

 
第 ２ 部 １ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 8 10

 小型動力ポンプ H 1 8 シバウラ B-3

 
第 ２ 部 ２ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ R  1 10

 小型動力ポンプ R 1 シバウラ B-2

 
第 ３ 部 １ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 9 10

 小型動力ポンプ H 1 9 トーハツ B-3

 
第 ３ 部 ２ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 6 10

 小型動力ポンプ H 1 6 トーハツ B-3

 

第３分団

第 1 部 １ 班
小型動力ポンプ積載車 トヨタ R 7 10

 小型動力ポンプ R 7 シバウラ B-2

 
第 1 部 ２ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 7 10

 小型動力ポンプ R 2 シバウラ B-2

 
第 1 部 ３ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 8 10

 小型動力ポンプ H 1 8 シバウラ B-3

 
第 ２ 部 １ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 2 10

 小型動力ポンプ H 2 2 トーハツ B-3

 
第 ２ 部 ２ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 5 10

 小型動力ポンプ H 2 5 トーハツ B-3

 

第４分団

第 1 部 １ 班
小型動力ポンプ積載車 トヨタ R 5 10

 小型動力ポンプ R 5 シバウラ B-2

 
第 1 部 ２ 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 9 10

 小型動力ポンプ H 1 9 トーハツ B-3

 
第 1 部 ３ 班

小型動力ポンプ積載車 日 産 H 2 6 10

 小型動力ポンプ H 2 6 シバウラ B-3



佐伯分団【ポンプ車１台・積載車６台・指揮車１台】
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吉和分団【ポンプ車１台・積載車６台・指揮車１台】 

 
種　別 

所属別
車種（機種） 車名

整備 

年度

ポンプ 乗車 

定員  製作所 級別

 指 揮 車 三 菱 R  4  8

 

第１０分団

第１部１・２班 消防ポンプ自動車 日 野 H 1 9 モ リ タ A-2  8

 
第２部１班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 1  6

 小型動力ポンプ H 2 1 シバウラ B-3

 
第２部２班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 6  6

 小型動力ポンプ H 1 6 トーハツ B-3

 

第１１分団

第１部１班
小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 7  6

 小型動力ポンプ H 1 7 ラビット B-3

 
第１部２班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 5  6

 小型動力ポンプ H 1 5 トーハツ B-3

 
第２部１班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 0  6

 小型動力ポンプ H 2 0 ラビット B-3

 
第２部２班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 0  6

 小型動力ポンプ H 2 0 ラビット B-3

 
種　別 

所属別
車種（機種） 車名

整備 

年度

ポンプ 乗車 

定員  製作所 級別

 指 揮 車 トヨタ H 1 3  8

 
第 ５ 分 団

第 1 部 1･2 班

第 2 部 1･2 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ R 1 10

 小型動力ポンプ R 1 シバウラ B-2

 
第 ６ 分 団

第 1 部 1･2 班

第 2 部 1･2 班

小型動力ポンプ積載車 日 産 H 2 6 10

 小型動力ポンプ H 2 6 シバウラ B-2

 

第 ７ 分 団

第１部 1･2･3 班 消防ポンプ自動車 日 野 H 2 9 モ リ タ A-2 6

 
第２部 1･2･3 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 1 10

 小型動力ポンプ H 2 1 シバウラ B-2

 
第 ８ 分 団

第 1 部 1･2 班

第 2 部 1･2 班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 3 10

 小型動力ポンプ H 2 3 ラビット B-2

 

第 ９ 分 団

第１部１・２班
小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 1 8  10

 小型動力ポンプ R 3 トーハツ B-2

 
第２部１・２班

軽四輪小型動力ポンプ積載車 ダ イ ハ ツ H 2 6  4

 小型動力ポンプ H 2 6 シバウラ B-2
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大野分団【ポンプ車１台・積載車１１台・手引きポンプ４台】 

 

 

 

 

 

 

 

 
種　別 

所　属　別
車種（機種） 車名

整備 

年度

ポンプ 乗車 

定員  製作所 級別

 
第１２分団 第１部１･２･３班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 5 10

 小型動力ポンプ H 2 5 トーハツ B-2

 

第１３分団

第１部１班 消防ポンプ自動車 日　野 H 2 8 吉谷機械 A-2 8

 
第１部２班

小型動力ポンプ積載車 日 産 H 1 6 10

 小型動力ポンプ H 1 6 トーハツ B-3

 
第１部３班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 4 10

 小型動力ポンプ H 2 4 トーハツ B-2

 

第１４分団
第１部１･２･３班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 5 10

 小型動力ポンプ H 2 5 トーハツ B-2

 第 １ 部 １ 班 ( 早 時 ) 小型動力ポンプ(台車) H 2 6 トーハツ D-1

 
第１５分団 第１部１・２班

小型動力ポンプ積載車 いすゞ R 3 10

 小型動力ポンプ R 3 トーハツ B-2

 
第１６分団 第１部１・２班

小型動力ポンプ積載車 日 産 R 2 10

 小型動力ポンプ R 2 シバウラ B-2

 

第１７分団
第１部１･２･３班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 4 10

 小型動力ポンプ H 2 4 トーハツ B-2

 第 １ 部 2 班 （ 浜 ） 小型動力ポンプ(台車) H 6 富士ロビン B-3

 

第１８分団
第１部１･２･３班

小型動力ポンプ積載車 日 産 H 1 7 10

 小型動力ポンプ H 1 7 シバウラ B-3

 第 １ 部 １ 班 ( 梅 原 ) 小型動力ポンプ(台車) H 2 6 トーハツ D-1

 

第１９分団
第１部１･２･３班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 3 0 10

 小型動力ポンプ H 3 0 トーハツ B-2

 第１部１班(沖塩屋) 小型動力ポンプ(台車) H 2 8 シバウラ D-1

 
第２０分団 第１部１･２･３班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 5  10

 小型動力ポンプ H 2 5 トーハツ B-2

 
第２１分団 第１部１・２班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ R 7 10

 小型動力ポンプ R 7 シバウラ B-2
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宮島分団【ポンプ車１台・積載車６台】 

 
種　別 

 

 

所　属　別

車種（機種） 車名
整備 

年度

ポンプ 乗

車 

定

員

 

製作所
級

別

 

第２２分団

第１部１・２班
救助資機材搭載型 

消防ポンプ自動車
いすゞ H 2 6 モ リ タ A-2 6

 
第２部１・２班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ R 1 10

 小型動力ポンプ R 1 シバウラ B-2

 
第３部１・２班

小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 3 0 10

 小型動力ポンプ H 2 9 シバウラ B-2

 

第２３分団

第 1 部１・２班

救助資機材搭載型 

小型動力ポンプ積載車
日　産 H 3 0  6

 小型動力ポンプ H 3 0 トーハツ B-2

 
第２部１・２班

小型動力ポンプ積載車 日　産 R 2  10

 小型動力ポンプ R 2 シバウラ B-2

 

第２４分団

第 1 部１・２班
小型動力ポンプ積載車 トヨタ H 2 9  10

 小型動力ポンプ H 2 9 シバウラ B-2

 
第２部１・２班

小型動力ポンプ積載車 い す ゞ R 3  10

 小型動力ポンプ R 3 トーハツ B-2



 

 

「火の確認 

いい日を支える 

いい習慣」 

２０２６年度　全国統一防火標語 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

【全国統一防火標語】 

　消防庁（一般社団法人日本損害保険協会との共催）において、家庭や職場、

地域における防火意識の高揚を図ることを目的として作成しています。 

 

 

 

 

 

 令和８年９月 

廿日市市消防本部 

〒７３８－００３３　広島県廿日市市串戸一丁目９番３３号 

電話　（０８２９）３２－８１１１ 

FAX   （０８２９）３２－４１１９


